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沖縄県のがんの現状

沖縄県 罹患数の推移

沖縄県 年齢調整罹患率の推移

 データをみると
沖縄県におけるがんの罹患数（発生数）は、人口の高齢化とともに年々増加しています。2011年に沖縄県でが

んと診断された方は6,721人でした。発生数の多いがんは男女で異なり、上位5部位は、男性では大腸がん（706
人）、肺がん（601人）、前立腺がん（450人）、肝がん（218人）、口腔・咽頭がん（138人）、女性では乳
がん（758人）、大腸がん（476人）、肺がん（237人）、胃がん（197人）、子宮頸がん（143人）です。

年齢構成の異なる時代間で比較するため、年齢構成の違いによる影響を除去した年齢調整罹患率（人口10万人
あたりの人数）を示しました。2007年から2011年にかけて、全がんの罹患率はほぼ横ばいですが、大腸がん、
乳がん、前立腺がんは増加傾向です。

沖縄県 罹患割合－男、2011年 沖縄県 罹患割合－女、2011年

＊上皮内がんを除いて集計
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沖縄県 死亡数の推移

沖縄県 年齢調整死亡率の推移

 データをみると
沖縄県におけるがんの死亡数は、人口の高齢化とともに年々増加しています。2012－2014年に沖縄県

でがんで亡くなられた方は年平均2,960人でした。死亡数の多いがんは男女で異なり、上位5部位は、男性
では肺がん（年平均450人）、大腸がん（263人）、胃がん（160人）、肝がん（132人）、膵臓がん
（102人）、女性では大腸がん（189人）、肺がん（183人）、乳がん（117人）、膵臓がん（85人）、
子宮がん（83人）です。

年齢構成の異なる時代間で比較するため、年齢構成の違いによる影響を除去した年齢調整死亡率（人口10
万人あたりの人数）を示しました。1997-1999年以降、全がんの死亡率は減少傾向で、胃がん、肝がん、
肺がんなどの減少が影響しています。

沖縄県 死亡割合－男、2012-2014年 沖縄県 死亡割合－女、2012-2014年
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市町村のがんの現状

沖縄県 標準化死亡比－胃、男、2003-2012年

 データをみると
市町村別に標準化死亡比（沖縄県を基準値）を示しました。標準化死亡比が基準値（100）より大きいと

いうことは、その市町村の死亡状況は沖縄県より高いということを意味し、基準値より小さいということは、
沖縄県より低いことを意味します。

沖縄県の死亡より高い市町村をがん種別にみますと、次のとおりでした。

1．胃がん（男）では、石垣市、糸満市、宮古島市、東村、本部町、宜野座村、渡嘉敷村、座間味村、粟国、
南大東村、伊平屋村、伊是名村、久米島村、竹富町、与那国町

2．胃がん（女）では、宜野湾市、石垣市、南城市、恩納村、宜野座村、与那原町、座間味村、粟国村、
渡名喜村、南大東村、与那国町

3．大腸がん（男）では、糸満市、うるま市、国頭村、宜野座村、渡嘉敷村、渡名喜村、多良間村
4．大腸がん（女）では、沖縄市、宮古島市、恩納村、北大東村、多良間村
5．肝がん（男）では、大宜味村、本部町、伊江村、与那原町、粟国村、渡名喜村、久米島村、竹富町
6．肝がん（女）では、名護市、糸満市、宮古島市、今帰仁村、宜野座村、与那原町、座間味村、南大東村、

竹富町
7．肺がん（男）では、恩納村、渡嘉敷村、座間味村、渡名喜村、伊是名村、八重瀬町、多良間村、竹富町、

与那国町
8．肺がん（女）では、宜野湾市、東村、伊江村、嘉手納町、渡名喜村、南大東村、多良間村、竹富町
9．乳がん（女）では、沖縄市、本部町、恩納村、中城村、粟国村

10．子宮がんでは、浦添市、宮古島市、国頭村、大宜味村、宜野座村、中城村、南大東村、久米島町、
八重瀬町

沖縄県 標準化死亡比－胃、女、2003-2012年

沖縄県 標準化死亡比－大腸、男、2003-2012年 沖縄県 標準化死亡比－大腸、女、2003-2012年
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沖縄県 標準化死亡比－肝、男、2003-2012年 沖縄県 標準化死亡比－肝、女、2003-2012年

沖縄県 標準化死亡比－肺、男、2003-2012年 沖縄県 標準化死亡比－肺、女、2003-2012年

沖縄県 標準化死亡比－乳房、女、2003-2012年 沖縄県 標準化死亡比－子宮、2003-2012年
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全登録対象の特性

施設別 全登録数およびカバー率
＊
の推移

沖
縄
県
16
施
設

施設別 症例区分別 登録数－2013年

＊登録数の罹患数に占める割合
＊罹患数は2011年罹患（最新値）

罹患数（沖縄県） 7,350 ( 100.0% ) 7,426 ( 100.0% ) 7,614 ( 100.0% ) 7,614* ( 100.0% ) 7,614* ( 100.0% )

施設合計 2,586 ( 35.2% ) 2,921 ( 39.3% ) 6,795 ( 89.2% ) 7,124 ( 93.6% ) 8,595 ( 112.9% )

北部保健医療圏 北部地区医師会病院☆ - - - - 213 ( 2.8% ) 227 ( 3.0% ) 254 ( 3.3% )

国立病院機構沖縄病院 - - - - - - - - 327 ( 4.3% )

県立中部病院★ 736 ( 10.0% ) 892 ( 12.0% ) 998 ( 13.1% ) 969 ( 12.7% ) 997 ( 13.1% )

中頭病院 - - - - 1,064 ( 14.0% ) 1060 ( 13.9% ) 970 ( 12.7% )

中部徳洲会病院 - - - - 386 ( 5.1% ) 460 ( 6.0% ) 499 ( 6.6% )

ハートライフ病院 - - - - 420 ( 5.5% ) 448 ( 5.9% ) 509 ( 6.7% )

那覇市立病院★ 700 ( 9.5% ) 929 ( 12.5% ) 851 ( 11.2% ) 884 ( 11.6% ) 907 ( 11.9% )

沖縄赤十字病院 - - - - - - - - 324 ( 4.3% )

浦添総合病院 - - - - 493 ( 6.5% ) 502 ( 6.6% ) 619 ( 8.1% )

琉球大学医学部附属病院★ 1150 ( 15.6% ) 1100 ( 14.8% ) 1135 ( 14.9% ) 1056 ( 13.9% ) 1,319 ( 17.3% )

南部病院 - - - - 162 ( 2.1% ) 190 ( 2.5% ) 206 ( 2.7% )

南部徳洲会病院 - - - - 186 ( 2.4% ) 394 ( 5.2% ) 490 ( 6.4% )

沖縄協同病院 - - - - - - - - 176 ( 2.3% )

豊見城中央病院 - - - - 560 ( 7.4% ) 610 ( 8.0% ) 640 ( 8.4% )

宮古保健医療圏 県立宮古病院☆ - - - - 169 ( 2.2% ) 185 ( 2.4% ) 218 ( 2.9% )

八重山保健医療圏 県立八重山病院☆ - - - - 158 ( 2.1% ) 139 ( 1.8% ) 140 ( 1.8% )

南部保健医療圏

中部保健医療圏

二次保健医療圏

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

★県拠点病院 ☆県支援病院

＊上皮内がんを含めて集計

� データをみると
16施設の全登録数は計8,595件（2013年）で、2011年に県推薦病院で院内がん登録が開始され、実施

施設が1３施設に増加、2013年に新たに3施設増えて16施設となったため、登録数は増加傾向です。16施
設の登録における腫瘍の重複や、罹患年2011年（最新年）と登録対象の診断年（2013年）の不一致など
が大きく影響していますが、院内がん登録の精度が年々向上していることを考慮すると、沖縄県で発生する
がんを16施設でほぼカバーしていると推測されます。

施設別全登録数は140件～1,319件で、全登録数に占める「自施設診断・自施設治療」の割合は、6.8％
～84.7％と施設間でバラツキがありました。「診断のみ」は2.8％～35.3％と県立宮古病院と県立八重山病
院で、「他施設診断・自施設治療」は2.8％～34.9％と琉球大学医学部附属病院で高い傾向で、さらに多く
の施設で「他院紹介」の占める割合（18.2％～90.3％）が高く、医療機関間の連携が認められました。ま
た、「治療開始後」も0.0％～87.4％と施設間でバラツキがみられ、これは手術後の化学療法や放射線治療、
近年推進が図られている緩和ケア治療の体制が整った施設による受け入れなど、医療機関の役割分担の影響
が考えられます。

施設別の医療圏別登録数では、いずれの医療機関においても、当該医療機関の所在する医療圏に在住する
患者数の割合（34.9％～98.6％）が最も大きく、「地元の医療機関」への通院傾向が認められました。
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施設別 来院経路別 登録数－2013年

施設別 発見経緯別 登録数－2013年

施設別 二次保健医療圏別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計
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登録対象の特性

施設別 登録数の推移

施設別 性別の登録数－2013年

沖
縄
県
16
施
設

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施

設の登録数は計8,401件（2013年）で、全登録数（8,595件）に占める割合は97.7％、施設別登録数は
140件～1,277件でした。登録数の年齢階級別割合をみると、60歳～69歳では24.4％、70歳～79歳では
28.2％、80歳以上では19.8％と、罹患数（沖縄県，2011年）の当該年齢階級別割合（順に21.3％、
27.5％、24.0％）と比べると、ほぼ同程度でした。小児（15歳未満）及びAYA世代（15歳～29歳）のが
んが登録されていたのは、16施設中13施設で登録数にバラツキがありました。

登録数に占める割合の高い上位5部位を施設別に示しました。上位5部位に、我が国に多い5部位のがん
（胃、大腸、肝、肺、乳がん）が含まれる施設が多いことが認められます。それ以外のがんで上位5部位に含
まれたのは、頭頸部がん（琉球大学医学部附属病院）、胆嚢・胆管がん（南部病院）、膵がん（北部地区医
師会病院、国立病院機構沖縄病院、南部病院、沖縄協同病院）、皮膚がん（中部徳洲会病院、琉球大学医学
部附属病院）、子宮頸がん（県立中部病院、沖縄赤十字病院、琉球大学医学部附属病院、県立宮古病院、県
立八重山病院）、前立腺がん（中頭病院、中部徳洲会病院、ハートライフ病院、那覇市立病院、南部徳洲会
病院、豊見城中央病院、県立宮古病院、県立八重山病院）、血液腫瘍（県立中部病院、中頭病院、ハートラ
イフ病院、那覇市立病院、沖縄赤十字病院、琉球大学医学部附属病院）で、沖縄県のがん罹患の特徴を反映
しています。
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施設別 年齢階級別 登録数－2013年

施設別 上位５部位の登録数－2013年

施設別 上位５部位の割合－2013年

沖
縄
県
16
施
設

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計
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二次保健医療圏別の登録数

二次保健医療圏別 登録数－2013年

沖
縄
県
16
施
設

圏域名 市町村名
罹患数

（2011年）

16施設
登録数

（2013年）
カバー率*

大腸 17.2%

乳房 15.3%

肺 13.2%

大腸 20.7%

乳房 15.0%

肺 13.5%

大腸 19.0%

乳房 12.1%

肺 11.4%

大腸 16.5%

肺 13.2%

前立腺 9.1%

大腸 18.6%

肺 18.2%

胃 9.7%

3 0 0.0% - -

- 124 - - -

大腸 19.3%

乳房 13.0%

肺 12.6%

112.6%

91.5%

110.4%

108.2%

118.5%

カバー率上位３部位*

北部保健医療圏
名護市　国頭村　大宜味村
東村　今帰仁村　本部町

伊江村　伊平屋村　伊是名村

517 541 104.6%

合計 7,469 8,410

沖縄県内医療圏不定者

沖縄県外

宮古保健医療圏 宮古島市　多良間村 363 332

八重山保健医療圏 石垣市　竹富町　与那国町 269 297

中部保健医療圏
宜野湾市　沖縄市　うるま市　恩納村

宜野座村　金武町　読谷村　嘉手納町
北谷町　北中城村　中城村

2,720 3,224

3,597 3,892南部保健医療圏

那覇市　浦添市　糸満市　豊見城市
南城市　西原町　与那原町

南風原町　渡嘉敷村　座間味村
粟国村　渡名喜村　南大東村

北大東村　久米島町　八重瀬町

＊「保健医療圏」とは、一次、二次、三次保健医療圏があり、一次保健医療圏は、日常の健康相談等の保健サービスと、かかり
つけ医等による初期医療を提供していくための最も基礎的な単位であり、住民の日常生活に密着した保健医療サービスが提供
される地域の範囲で、市町村を一次保健医療圏とされています。二次保健医療圏は、医療機能を考慮した病院や救急医療体制
の整備の他、一般的な入院医療への対応を図るとともに、保健・医療・福祉の総合的な取り組みを行うために、市町村を超え
て設定する地域の範囲で、沖縄県では北部、中部、南部、宮古、八重山の５つの二次保健医療圏があります。三次保健医療圏
は、一次、二次保健医療圏での医療提供体制と連携し、高度で特殊な専門医療を提供するとともに、広域的に実施することが
必要な保健医療サービスを提供するための地域の範囲で、沖縄県全域を三次保健医療圏とされています。

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計
＊当該医療圏を診断時住所とする登録数の当該医療圏の罹患数に占める割合

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオン、など）を除いた登録数を観察しました。16

施設の登録数（2013年）が罹患数（沖縄県，2011年）に占める割合は112.6％で、二次保健医療圏別では、
宮古医療圏を除いた医療圏別でカバー率が100％を超えていました。二次保健医療圏別においても、そこで
発生するがんを16施設でほぼカバーしていると推測されます。

本島に所在する施設について、登録された離島在住患者数は5人～116人で、その登録数に占める割合は、
北部医師会病院、国立病院機構沖縄病院、那覇市立病院、沖縄赤十字病院、琉球大学医学部附属病院、豊見城
中央病院で５％を超えていました。
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沖
縄
県
16
施
設

施設別 本島・離島市町村在住患者
＊
の登録数－2013年

施設別 離島市町村在住患者
＊
の登録数－2013年

二次保健医療圏別 部位別 登録数の割合－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計
＊離島市町村在住患者とは、沖縄本島に移動する手段として航空機、船舶の利用が不可欠な市町村に在住の患者
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年齢階級別登録数の推移

年齢階級別 登録数の推移－男

沖
縄
県
16
施
設

年齢階級別 登録数の推移－女

施設別 年齢階級別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。施設

別の年齢階級別登録数を比較すると、ほとんどの施設で70歳～79歳にピークを認めました。
16施設の年齢階級別登録数（2013年）と年齢階級別罹患数（沖縄県，2011年）を比べると、男性では

その分布が類似していましたが、女性では異なっていました。罹患数（女）では、年齢階級が上がるに伴い
罹患数の増加を認めましたが、16施設の登録数（女）では、60歳～69歳に登録数のピークを認めました。
これは主に、乳がん患者さんが「診断」「手術」「化学療法・放射線療法」で複数の医療機関を受診し、登
録が重複しているためと推測されます。
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部位別登録数の推移

沖
縄
県
16
施
設

部位別 登録数とカバー率の推移

全部位 7,614 ( 100.0% ) 5,189 ( 68.2% ) 5,320 ( 69.9% ) 6,368 ( 83.6% )
口腔・咽頭 191 ( 100.0% ) 163 ( 85.3% ) 167 ( 87.4% ) 186 ( 97.4% )
食道 144 ( 100.0% ) 116 ( 80.6% ) 113 ( 78.5% ) 154 ( 106.9% )
胃 595 ( 100.0% ) 420 ( 70.6% ) 391 ( 65.7% ) 454 ( 76.3% )
結腸 1,021 ( 100.0% ) 778 ( 76.2% ) 759 ( 74.3% ) 880 ( 86.2% )
直腸 425 ( 100.0% ) 325 ( 76.5% ) 332 ( 78.1% ) 388 ( 91.3% )
肝臓 315 ( 100.0% ) 167 ( 53.0% ) 159 ( 50.5% ) 201 ( 63.8% )
胆嚢・胆管 211 ( 100.0% ) 124 ( 58.8% ) 125 ( 59.2% ) 137 ( 64.9% )
膵臓 218 ( 100.0% ) 127 ( 58.3% ) 159 ( 72.9% ) 180 ( 82.6% )
喉頭 35 ( 100.0% ) 31 ( 88.6% ) 36 ( 102.9% ) 43 ( 122.9% )
肺 840 ( 100.0% ) 419 ( 49.9% ) 425 ( 50.6% ) 720 ( 85.7% )
骨・軟部組織 9 ( 100.0% ) 24 ( 266.7% ) 28 ( 311.1% ) 28 ( 311.1% )
皮膚 239 ( 100.0% ) 196 ( 82.0% ) 219 ( 91.6% ) 254 ( 106.3% )
乳房 890 ( 100.0% ) 513 ( 57.6% ) 504 ( 56.6% ) 581 ( 65.3% )
子宮頚部 374 ( 100.0% ) 317 ( 84.8% ) 258 ( 69.0% ) 314 ( 84.0% )
子宮体部 141 ( 100.0% ) 132 ( 93.6% ) 120 ( 85.1% ) 145 ( 102.8% )
子宮NOS 18 ( 100.0% ) 0 ( 0.0% ) <5 - <5 -
卵巣 84 ( 100.0% ) 65 ( 77.4% ) 55 ( 65.5% ) 55 ( 65.5% )
前立腺 450 ( 100.0% ) 321 ( 71.3% ) 408 ( 90.7% ) 423 ( 94.0% )
膀胱 168 ( 100.0% ) 129 ( 76.8% ) 167 ( 99.4% ) 191 ( 113.7% )
腎・他の尿路 185 ( 100.0% ) 140 ( 75.7% ) 163 ( 88.1% ) 225 ( 121.6% )
脳・中枢神経系 59 ( 100.0% ) 89 ( 150.8% ) 107 ( 181.4% ) 135 ( 228.8% )
甲状腺 129 ( 100.0% ) 108 ( 83.7% ) 108 ( 83.7% ) 108 ( 83.7% )
悪性リンパ腫 179 ( 100.0% ) 139 ( 77.7% ) 140 ( 78.2% ) 199 ( 111.2% )
多発性骨髄腫 81 ( 100.0% ) 50 ( 61.7% ) 32 ( 39.5% ) 32 ( 39.5% )
白血病 199 ( 100.0% ) 120 ( 60.3% ) 125 ( 62.8% ) 143 ( 71.9% )
他の造血器腫瘍 64 ( 100.0% ) 33 ( 51.6% ) 61 ( 95.3% ) 44 ( 68.8% )
その他 350 ( 100.0% ) 143 ( 40.9% ) 157 ( 44.9% ) 147 ( 42.0% )

2011年 罹患数 2011年 2012年 2013年

� データをみると
より実態を明らかにするため、「症例区分2：自施設診断・自施設治療」と「症例区分3：他施設診断・自

施設治療」を集計対象とし、部位別カバー率（当該部位登録数の罹患数に占める割合）を算出しました。
16施設のカバー率（男女計）は、全部位では68.2％（2011年）でしたが、院内がん登録実施施設の増

加と登録精度の向上を考慮すると、83.6％（2013年）がより実態を反映していると推測されます。
部位別では、多くの部位でカバー率は70％（2013年）を超えていますが、肝臓（63.8％）、胆嚢・胆

管（64.9％）、乳房（65.3％）、卵巣（65.5％）、多発性骨髄腫（39.5％）などで、カバー率が低い傾向
を認めました。乳房については、低いカバー率の要因として、16施設に含まれない診療所における早期発
見・早期治療、その症例数の多さ、それらが今回の集計に含まれていないなどが考えられます。

＊カバー率について：地域（都道府県）のがん罹患や生存率を把握する仕組みが地域がん登録で、施設（病院）におけるがん診
療の実態を把握する仕組みが院内がん登録である。カバー率とは、院内がん登録で登録された登録数の、地域の罹患数に占める
割合であり、例えば、沖縄県で発生するがんのどのくらいを当該医療機関でカバーしているか、などの把握に用いられる。
＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分｢２：自施設診断・自施設治療｣と「３：他施設診断・自施設治療」のみ集計
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沖
縄
県
16
施
設

部位別 登録数とカバー率の推移－男

全部位 3,955 ( 100.0% ) 2,701 ( 68.3% ) 2,894 ( 73.2% ) 3,493 ( 88.3% )
口腔・咽頭 138 ( 100.0% ) 119 ( 86.2% ) 124 ( 89.9% ) 136 ( 98.6% )
食道 124 ( 100.0% ) 102 ( 82.3% ) 101 ( 81.5% ) 136 ( 109.7% )
胃 398 ( 100.0% ) 276 ( 69.3% ) 272 ( 68.3% ) 302 ( 75.9% )
結腸 585 ( 100.0% ) 455 ( 77.8% ) 462 ( 79.0% ) 523 ( 89.4% )
直腸 301 ( 100.0% ) 234 ( 77.7% ) 238 ( 79.1% ) 258 ( 85.7% )
肝臓 218 ( 100.0% ) 119 ( 54.6% ) 123 ( 56.4% ) 140 ( 64.2% )
胆嚢・胆管 99 ( 100.0% ) 64 ( 64.6% ) 76 ( 76.8% ) 81 ( 81.8% )
膵臓 125 ( 100.0% ) 76 ( 60.8% ) 85 ( 68.0% ) 102 ( 81.6% )
喉頭 31 ( 100.0% ) 28 ( 90.3% ) 32 ( 103.2% ) 41 ( 132.3% )
肺 602 ( 100.0% ) 302 ( 50.2% ) 296 ( 49.2% ) 514 ( 85.4% )
骨・軟部組織 6 ( 100.0% ) 17 ( 283.3% ) 12 ( 200.0% ) 18 ( 300.0% )
皮膚 94 ( 100.0% ) 76 ( 80.9% ) 96 ( 102.1% ) 111 ( 118.1% )
乳房 9 ( 100.0% ) <5 - <5 - <5 -
子宮頚部 - - - - - - - -
子宮体部 - - - - - - - -
子宮NOS - - - - - - - -
卵巣 - - - - - - - -
前立腺 450 ( 100.0% ) 321 ( 71.3% ) 408 ( 90.7% ) 423 ( 94.0% )
膀胱 122 ( 100.0% ) 97 ( 79.5% ) 124 ( 101.6% ) 145 ( 118.9% )
腎・他の尿路 118 ( 100.0% ) 92 ( 78.0% ) 108 ( 91.5% ) 137 ( 116.1% )
脳・中枢神経系 31 ( 100.0% ) 37 ( 119.4% ) 40 ( 129.0% ) 57 ( 183.9% )
甲状腺 33 ( 100.0% ) 27 ( 81.8% ) 34 ( 103.0% ) 33 ( 100.0% )
悪性リンパ腫 101 ( 100.0% ) 80 ( 79.2% ) 63 ( 62.4% ) 111 ( 109.9% )
多発性骨髄腫 38 ( 100.0% ) 27 ( 71.1% ) 16 ( 42.1% ) 19 ( 50.0% )
白血病 109 ( 100.0% ) 60 ( 55.0% ) 67 ( 61.5% ) 74 ( 67.9% )
他の造血器腫瘍 37 ( 100.0% ) 19 ( 51.4% ) 37 ( 100.0% ) 34 ( 91.9% )
その他 186 ( 100.0% ) 71 ( 38.2% ) 78 ( 41.9% ) 97 ( 52.2% )

2011年 罹患数 2011年 2012年 2013年

� データをみると
より実態を明らかにするため、「症例区分2：自施設診断・自施設治療」と「症例区分3：他施設診断・自

施設治療」を集計対象とし、部位別カバー率（当該部位の登録数の罹患数に占める割合）を算出しました。
16施設のカバー率（男）は、全部位では68.3％（2011年）でしたが、院内がん登録実施施設の増加と

精度が年々向上していることを考慮すると、 88.3％（2013年）がより実態を反映していると推測されます。
部位別では、多くの部位でカバー率は70％超で（2013年）、肝臓（64.2％）、多発性骨髄腫

（50.0％）、白血病（67.9％）などで、カバー率が低い傾向を認めました。

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分｢２：自施設診断・自施設治療｣と「３：他施設診断・自施設治療」のみ集計
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沖
縄
県
16
施
設

部位別 登録数の推移－女

全部位 3,659 ( 100.0% ) 2,488 ( 68.0% ) 2,426 ( 66.3% ) 2,875 ( 78.6% )
口腔・咽頭 53 ( 100.0% ) 44 ( 83.0% ) 43 ( 81.1% ) 50 ( 94.3% )
食道 20 ( 100.0% ) 14 ( 70.0% ) 12 ( 60.0% ) 18 ( 90.0% )
胃 197 ( 100.0% ) 144 ( 73.1% ) 119 ( 60.4% ) 152 ( 77.2% )
結腸 436 ( 100.0% ) 323 ( 74.1% ) 297 ( 68.1% ) 357 ( 81.9% )
直腸 124 ( 100.0% ) 91 ( 73.4% ) 94 ( 75.8% ) 130 ( 104.8% )
肝臓 97 ( 100.0% ) 48 ( 49.5% ) 36 ( 37.1% ) 61 ( 62.9% )
胆嚢・胆管 112 ( 100.0% ) 60 ( 53.6% ) 49 ( 43.8% ) 56 ( 50.0% )
膵臓 93 ( 100.0% ) 51 ( 54.8% ) 74 ( 79.6% ) 78 ( 83.9% )
喉頭 4 ( 100.0% ) <5 ( 75.0% ) <5 - <5 -
肺 238 ( 100.0% ) 117 ( 49.2% ) 129 ( 54.2% ) 206 ( 86.6% )
骨・軟部組織 3 ( 100.0% ) 7 ( 233.3% ) 16 ( 533.3% ) 10 ( 333.3% )
皮膚 145 ( 100.0% ) 120 ( 82.8% ) 123 ( 84.8% ) 143 ( 98.6% )
乳房 881 ( 100.0% ) 511 ( 58.0% ) 502 ( 57.0% ) 580 ( 65.8% )
子宮頚部 374 ( 100.0% ) 317 ( 84.8% ) 258 ( 69.0% ) 314 ( 84.0% )
子宮体部 141 ( 100.0% ) 132 ( 93.6% ) 120 ( 85.1% ) 145 ( 102.8% )
子宮NOS 18 ( 100.0% ) 0 ( 0.0% ) <5 - <5 -
卵巣 84 ( 100.0% ) 65 ( 77.4% ) 55 ( 65.5% ) 55 ( 65.5% )
前立腺 - - - - - - - -
膀胱 46 ( 100.0% ) 32 ( 69.6% ) 43 ( 93.5% ) 46 ( 100.0% )
腎・他の尿路 67 ( 100.0% ) 48 ( 71.6% ) 55 ( 82.1% ) 88 ( 131.3% )
脳・中枢神経系 28 ( 100.0% ) 52 ( 185.7% ) 67 ( 239.3% ) 78 ( 278.6% )
甲状腺 96 ( 100.0% ) 81 ( 84.4% ) 74 ( 77.1% ) 75 ( 78.1% )
悪性リンパ腫 78 ( 100.0% ) 59 ( 75.6% ) 77 ( 98.7% ) 88 ( 112.8% )
多発性骨髄腫 43 ( 100.0% ) 23 ( 53.5% ) 16 ( 37.2% ) 13 ( 30.2% )
白血病 90 ( 100.0% ) 60 ( 66.7% ) 58 ( 64.4% ) 69 ( 76.7% )
他の造血器腫瘍 27 ( 100.0% ) 14 ( 51.9% ) 24 ( 88.9% ) 10 ( 37.0% )
その他 164 ( 100.0% ) 72 ( 43.9% ) 79 ( 48.2% ) 50 ( 30.5% )

2011年 罹患数 2011年 2012年 2013年

� データをみると
より実態を明らかにするため、「症例区分2：自施設診断・自施設治療」と「症例区分3：他施設診断・自

施設治療」を集計対象とし、部位別カバー率（当該部位の登録数の罹患数に占める割合）を算出しました。
16施設のカバー率（女）は、全部位では68.0％（2011年）でしたが、院内がん登録実施施設の増加と

精度が年々向上していることを考慮すると、 78.6％（2013年）がより実態を反映していると推測されます。
部位別では、多くの部位でカバー率は70％超で（2013年）、肝臓（62.9％）、胆嚢・胆管（50.0％）、

乳房（65.8％）、卵巣（65.5％）、多発性骨髄腫（30.2％）などで、カバー率が低い傾向を認めました。

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分｢２：自施設診断・自施設治療｣と「３：他施設診断・自施設治療」のみ集計
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５年相対生存率（全国と沖縄県）

５
年
相
対
生
存
率

対象者数
相対

生存率
相対

標準誤差
生死

不明割合
対象者数

相対
生存率

相対
標準誤差

生死
不明割合

限局 81,127 88.9 0.2 - 80,375 89.0 0.3 -

領域 49,256 49.4 0.3 - 45,799 57.9 0.5 -

遠隔 32,096 11.8 0.2 - 28,765 17.0 0.5 -

全体 190,404 58.6 0.1 - 168,978 64.4 0.3 -

限局 18,418 96.0 0.3 - 16,074 95.5 0.7 -

領域 9,054 44.8 0.6 - 5,664 56.7 1.5 -

遠隔 5,905 5.1 0.3 - 4,279 7.1 0.9 -

全体 36,411 63.3 0.3 - 26,834 71.2 0.7 -

限局 14,522 96.5 0.4 - 9,843 95.4 0.8 -

領域 9,274 65.7 0.6 - 6,846 74.6 1.3 -

遠隔 5,291 11.9 0.5 - 4,108 17.8 1.3 -

全体 31,558 69.2 0.3 - 21,292 72.1 0.7 -

限局 5,837 40.8 0.7 - 6,020 46.4 1.4 -

領域 1,510 13.0 0.9 - 1,493 15.0 2.1 -

遠隔 941 2.0 0.5 - 724 2.6 1.5 -

全体 11,035 27.9 0.5 - 8,977 36.0 1.1 -

限局 5,965 77.2 0.7 - 7,226 81.4 1.2 -

領域 6,904 23.1 0.6 - 6,194 31.3 1.3 -

遠隔 7,318 3.7 0.2 - 6,839 5.1 0.6 -

全体 23,177 29.7 0.3 - 21,252 39.4 0.7 -

限局 9,813 98.2 0.3 - 8,997 98.9 0.5 -

領域 5,313 84.5 0.6 - 5,084 89.6 1.0 -

遠隔 831 28.2 1.7 - 795 40.3 3.5 -

全体 17,162 89.1 0.3 - 15,082 92.2 0.5 -

対象者数
相対

生存率
相対

標準誤差
生死

不明割合
対象者数

相対
生存率

相対
標準誤差

生死
不明割合

限局 - - - - 758 87.7 1.8 10.0

領域 - - - - 368 58.2 3.0 11.1

遠隔 - - - - 285 11.5 2.1 5.3

不明 - - - - 103 45.0 5.5 8.7

全体 - 60.2 - - 1,514 63.4 1.5 9.3

限局 - - - - 56 96.9 4.8 10.7

領域 - - - - 18 46.6 14.3 5.6

遠隔 - - - - 17 12.2 8.1 0.0

不明 - - - - 2 0.0 0.0 0.0

全体 - 58.9 - - 93 72.6 5.9 7.5

限局 - - - - 80 89.1 5.3 6.3

領域 - - - - 49 70.3 7.8 4.1

遠隔 - - - - 46 10.2 4.8 4.3

不明 - - - - 15 68.0 14.7 0.0

全体 - 64.8 - - 190 64.2 4.1 4.7

限局 - - - - 28 36.0 11.2 17.9

領域 - - - - 13 0.0 0.0 0.0

遠隔 - - - - 10 0.0 0.0 0.0

不明 - - - - 3 0.0 0.0 33.3

全体 - 25.3 - - 54 17.9 6.2 11.1

限局 - - - - 21 71.5 13.0 9.5

領域 - - - - 33 25.2 8.7 6.1

遠隔 - - - - 60 0.0 0.0 5.0

不明 - - - - 5 54.8 28.2 20.0

全体 - 30.0 - - 119 23.0 4.5 6.7

限局 - - - - 79 97.8 2.6 8.9

領域 - - - - 29 86.5 7.5 3.4

遠隔 - - - - 7 14.6 13.5 0.0

不明 - - - - 0 - - -

全体 - 91.9 - - 115 90.8 3.4 7.0

女性乳房

地域がん登録（2003-2005、全国推計値） 院内がん登録（2007、全国177施設）

沖縄県地域がん登録（2007-2008） 院内がん登録（2007、沖縄県拠点３施設）

全がん

胃

大腸

肝臓

肺

肺

女性乳房

全がん

胃

大腸

肝臓

部位別 臨床進行度別 ５年相対生存率
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５
年
相
対
生
存
率

＊「５年相対生存率」とは、あるがんと診断された場合に、治療でどのくらい生命を救えるかを示す指標。あるがんと診断され
た人のうち5年後に生存している人の割合が、日本人全体（※１）で5年後に生存している人の割合に比べてどのくらい低いか
で表します。100％に近いほど治療で生命を救えるがん、0％に近いほど治療で生命を救い難いがんであることを意味します。
※１）正確には、性別、生まれた年、および年齢の分布を同じくする日本人集団

＊生存率集計対象には、①上皮内がん、②重複がんの場合は第2浸潤がん以降を含まず
＊「全体」には臨床進行度が不明を含む
＊症例区分「２：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治療」のみ集計
＊地域がん登録：国立がん研究センターがん対策情報センター．全国がん罹患モニタリング集計 2003-2005 年生存率報告．

2013年（宮城県、山形県、新潟県、福井県、滋賀県、大阪府、長崎県データ）
＊院内がん登録：国立がん研究センターがん対策情報センター．がん診療連携拠点病院院内がん登録 2007 年生存率集計報告書．

2015年
＊沖縄県地域がん登録：沖縄県地域がん登録事業．5年相対生存率（2007-2008年診断）．

http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/eiken/kikaku/gantouroku/documents/2007-2008seizonnritu.pdf
＊院内がん登録（沖縄県拠点３施設）：琉球大学医学部附属病院、那覇市立病院、沖縄県立中部病院の３施設

� データをみると

地域がん登録（2003-2005年、全国推計値）、院内がん登録（2007年、全国がん診療連携拠点病院
177施設）、沖縄県がん登録（2007-2008年）、沖縄県院内がん登録（2007年、沖縄県がん診療連携拠
点病院3施設）の5年相対生存率を比較しました。

沖縄県の全がんの5年生存率は、全国推計値と比べて、1.6ポイントを上回っていましたが、沖縄県がん診
療連携拠点病院3施設と比べると、3.2ポイントを下回ってました。部位別にみると、胃がんで沖縄県と沖縄
県がん診療連携拠点病院3施設の5年生存率の較差が10ポイント以上あり、進行度（診断時のがんの拡が
り）別生存率や早期診断割合などのより詳細な分析が必要です。

沖縄県がん診療連携拠点病院3施設の5年生存率は、肝がんと肺がんで低い傾向を認め、沖縄県と比べて、
5ポイント以上下回っていました。肝がんと肺がんでは、これら3施設に専門とする施設が含まれていないこ
とから、低い生存率が観察されたと推測されます。

部位別 ５年相対生存率

� データ集計担当者から

2007年診断例は、院内がん登録が開始されて初めて収集されたデータであるため、登録されているUICC TNM分類のT（が
んの拡がり）、N（所属リンパ節転移の有無と拡がり）、M（遠隔転移の有無）情報からみて、臨床進展度が正しく登録されてい
ない例が散見されました。そのため、本集計では登録されているUICC TNM分類のT、N、M情報から臨床進展度の修正を行いま
した。また、本集計対象である新生物（腫瘍）の性状コードが3（悪性新生物（腫瘍））と登録されているものの、上皮内がん
（性状コード2）と登録されていた例については、UICC TNM分類のTを修正し、臨床進展度も修正しました。

前述のとおり、院内がん登録が開始されて初めて収集された例のため、院内がん登録（沖縄県拠点3施設）の集計結果の解釈に
はご留意ください。
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５年相対生存率（院内がん登録）

５
年
相
対
生
存
率

部位別 UICC TNM分類 ステージ別 ５年相対生存率

対象者数
相対

生存率
95%

信頼区間
生死

不明割合
対象者数

相対
生存率

95%
信頼区間

生死
不明割合

Ⅰ期 58,209 88.3 88.0-88.7 - 467 90.5 90.4-90.7 9.9

Ⅱ期 34,236 79.4 78.9-80.0 - 318 87.3 87.0-87.6 8.8

Ⅲ期 26,519 49.6 48.9-50.3 - 244 48.1 47.6-48.6 10.2

Ⅳ期 30,341 19.2 18.7-19.7 - 346 21.7 21.4-21.9 8.1

不明 9,619 61.1 60.0-62.3 - 86 54.6 53.3-56.0 15.1

空欄 9,590 - - - - - - -

全体 168,514 64.3 64.1-64.6 - 1,461 64.9 64.8-64.9 9.6

Ⅰ期 16,707 93.6 92.9-94.3 - 54 96.5 95.2-97.8 11.1

Ⅱ期 2,150 61.9 59.5-64.3 - 11 78.6 69.0-88.3 0.0

Ⅲ期 2,378 42.0 39.7-44.2 - 9 15.8 4.3-27.2 11.1

Ⅳ期 4,359 7.1 6.3-8.0 - 18 11.5 8.0-15.1 0.0

不明 1,095 61.2 57.6-64.6 - 1 0.0 - 0.0

空欄 146 - - - - - - -

全体 26,835 71.2 70.6-71.9 - 93 72.6 71.4-73.8 7.5

Ⅰ期 5,832 95.0 93.9-96.0 - 41 92.9 90.9-94.8 12.2

Ⅱ期 4,452 83.3 81.8-84.8 - 47 78.2 76.0-80.4 0.0

Ⅲ期 5,580 77.4 76.0-78.8 - 44 71.0 68.5-73.4 4.5

Ⅳ期 3,863 16.9 15.7-18.2 - 45 10.5 9.0-11.9 4.4

不明 1,348 69.1 66.0-72.2 - 13 71.0 62.3-79.7 0.0

空欄 221 - - - - - - -

全体 21,296 72.1 71.4-72.9 - 190 64.2 63.6-64.8 4.7

Ⅰ期 3,399 56.2 54.2-58.1 - 15 25.0 18.6-31.4 6.7

Ⅱ期 2,525 37.5 35.4-39.6 - 9 40.2 24.0-56.3 33.3

Ⅲ期 1,971 14.0 12.4-15.8 - 17 14.3 9.7-18.8 5.9

Ⅳ期 732 2.0 1.1-3.3 - 10 0.0 - 0.0

不明 334 18.2 13.8-23.1 - 3 0.0 - 33.3

空欄 <10 - - - - - - -

全体 8,964 35.9 34.8-37.0 - 54 17.9 16.2-19.5 11.1

Ⅰ期 7,836 78.2 77.0-79.4 - 21 71.5 65.9-77.0 9.5

Ⅱ期 1,361 44.1 41.1-47.1 - 10 43.9 33.1-54.7 0.0

Ⅲ期 5,113 19.5 18.3-20.7 - 24 12.1 9.0-15.2 4.2

Ⅳ期 6,253 3.9 3.4-4.4 - 58 0.0 - 5.2

不明 609 45.3 40.8-49.8 - 6 64.6 44.0-85.3 33.3

空欄 80 - - - - - - -

全体 21,252 39.4 38.7-40.1 - 119 23.0 22.2-23.8 6.7

Ⅰ期 6,554 99.7 99.2-100.0 - 43 97.0 95.7-98.2 7.0

Ⅱ期 6,072 94.7 93.9-95.5 - 50 96.2 95.2-97.1 10.0

Ⅲ期 1,465 77.9 75.5-80.2 - 15 82.8 77.1-88.4 0.0

Ⅳ期 770 37.5 33.9-41.0 - 7 14.6 4.5-24.6 0.0

不明 214 85.6 78.5-91.3 - 0 - - -

空欄 13 - - - - - - -

全体 15,088 92.2 91.7-92.8 - 115 90.8 90.2-91.4 7.0

肺

女性乳房

院内がん登録（2007、全国177施設） 院内がん登録（2007、沖縄県拠点３施設）

全がん

胃

大腸

肝臓

＊「５年相対生存率」とは、あるがんと診断された場合に、治療でどのくらい生命を救えるかを示す指標。あるがんと診断され
た人のうち5年後に生存している人の割合が、日本人全体（※１）で5年後に生存している人の割合に比べてどのくらい低いか
で表します。100％に近いほど治療で生命を救えるがん、0％に近いほど治療で生命を救い難いがんであることを意味します。
（※１）正確には、性別、生まれた年、および年齢の分布を同じくする日本人集団

＊UICC TNM分類の治療前ステージ別に集計
＊全体にはUICC TNM分類治療前ステージが空欄のものを含む
＊症例区分「２：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治療」のみ集計
＊院内がん登録：国立がん研究センターがん対策情報センター．がん診療連携拠点病院院内がん登録 2007 年生存率集計報告書．

2015年
＊院内がん登録（沖縄県拠点３施設）：琉球大学医学部附属病院、那覇市立病院、沖縄県立中部病院の３施設
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全がん UICC TNM分類 ステージ別 ５年相対生存率 胃がん UICC TNM分類 ステージ別 ５年相対生存率

大腸がん UICC TNM分類 ステージ別 ５年相対生存率 肝がん UICC TNM分類 ステージ別 ５年相対生存率

肺がん UICC TNM分類 ステージ別 ５年相対生存率 乳がん 女 UICC TNM分類 ステージ別 ５年相対生存率

� データ集計担当者から

2007年診断例は、院内がん登録が開始されて初めて収集されたデータであるため、登録されているUICC TNM分類のT（がん
の拡がり）、N（所属リンパ節転移の有無と拡がり）、M（遠隔転移の有無）情報からみて、臨床ステージ（病期）が正しく登録さ
れていない例が散見されました。そのため、本集計では登録されているUICC TNM分類のT、N、M情報から臨床ステージの修正を
行いました。また、本集計対象である新生物（腫瘍）の性状コードが3（悪性新生物（腫瘍））と登録されているものの、臨床ス
テージが０期（上皮内がん：性状コード2）と登録されていた例については、UICC TNM分類のTを修正し、臨床ステージも修正し
ました。

前述のとおり、院内がん登録が開始されて初めて収集された例のため、院内がん登録（沖縄県拠点3施設）の集計結果の解釈には
ご留意ください。
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部位別（10部位）



胃（C16)

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施設の胃

がん登録数における腫瘍の重複はありますが、胃がん登録数がその罹患数（沖縄県、2011年）に占める割合は
79.3％（2011年登録数）で、院内がん登録の精度向上に伴い、90.3％（2013年）と増加傾向を認めました。

16施設の胃がん登録数は537件（2013年）で、そのうち発見経緯が「がん検診または健康診断・人間ドッ
ク」由来のものは128件（23.8％）でした。「がん検診または健康診断・人間ドック」由来では、年齢階級別分
布は50歳～59歳で18.8％、60歳～69歳で40.6％、70歳～79歳で25.8％、80歳以上で6.3％と、16施設の
胃がん登録数の年齢階級別分布（順に11.5％、27.6％、35.0％、19.9％）と比べてより若い傾向で、また、治
療前ステージⅠ期は102件（79.7％）でした。

治療前ステージ別件数を施設別にみると、Ⅰ期で0件～32件（件数の多い上位3施設は、那覇市立病院、中頭病
院、豊見城中央病院）、Ⅱ期で0件～10件（豊見城中央病院、北部地区医師会病院、県立中部病院、中頭病院、中
部徳洲会病院、ハートライフ病院、那覇市立病院、沖縄赤十字病院、浦添総合病院）、Ⅲ期で0件～９件（中頭病
院、中部徳洲会病院、北部地区医師会病院、県立中部病院、浦添総合病院）、Ⅳ期で0件～14件（県立中部病院、
那覇市立病院、浦添総合病院）でした。16施設の治療前ステージ別登録数のⅣ期の割合（22.6％）は、全国409
施設の割合（13.6％）と比べて、9ポイント上回っていました。

胃

施設別 登録数の推移

施設別 年齢階級別 登録数－2013年

＊症例区分「８：その他」を除いて集計



施設別 UICC TNM分類 治療前ステージ別 登録数－2013年

胃

施設別 UICC TNM分類 治療後ステージ別 登録数－2013年

施設別 発見経緯別 登録数－2013年

＊発見経緯別登録数は、症例区分「８：その他」を除いて集計
＊UICC TNM分類 治療前・治療後ステージ別登録数は、症例区分「2：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治

療」のみ集計



胃（C16)

UICC TNM分類 治療前ステージ別 治療の件数－2013年

� 臨床医からのコメント
沖縄県における診療状況を評価すると16施設における2013年院内がん登録データによる胃がん登

録数の施設平均は36例でした。50例以上を4施設（中頭病院、浦添総合病院、那覇市立病院、豊見城
中央病院）に認めるものの多くの施設で平均数に近い登録数であり、各地域・病院での平均的な登録状
況がみられました。発見経緯は他疾患経過観察中がもっとも多く、健康診断・人間ドックでの発見経緯
が続いていました。この状況は更なる評価が必要です。

沖縄県施設合計の胃がんの登録数はⅠ期が52.1%と最も多い結果でした。しかし、Ⅳ期の全国登録
割合は13.6%であったのに対し、沖縄県施設合計では22.6%と多い結果でした。

沖縄県施設合計での治療組み合わせは手術のみが最も多く、続いて内視鏡治療もしくは手術／内視鏡
+薬物の順となっていました。Ⅰ期の治療組み合わせは体腔鏡的治療が28.8%に行われていました
（50%以上の施設は中頭病院、琉球大学医学部附属病院、沖縄協同病院）。また、県立中部病院と那
覇市立病院においては内視鏡治療の件数が手術数より多い結果でした。Ⅱ期、Ⅲ期の治療組み合わせは
手術／内視鏡+薬物がそれぞれ41.7%、63.6%と高く、術後補助化学療法との組み合わせが推測されま
した。Ⅳ期は多くの施設で化学療法のみの治療を選択されていました。

胃がんの発生状況は今後減少傾向にあると一般的に報告されています。しかし、それはがん年齢
（40歳以上）以外にも若年者層でのヘリコバクターの除菌治療が重要であり、健診・ドックの必要性
はかわりません。

胃

＊手術は、外科的治療・体腔鏡的治療を合わせて集計
＊外科的治療・体腔鏡治療・内視鏡的治療は原発巣切除のみ集計
＊件数は延べ件数（手術と化学療法を組み合わせて行った場合は、どちらの項目でもカウントされる）
＊記載のない治療方法については巻末の実数を参照



胃



大腸（C18-C20,D01.0-D01.2)

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施設の大

腸がん登録数における腫瘍の重複はありますが、大腸がん登録数がその罹患数（沖縄県、2011年）に占める割合
は86.7％（2011年登録数）で、院内がん登録の精度向上に伴い、101.1％（2013年）と増加傾向を認めまし
た。

16施設の大腸がん登録数は1,462件（2013年）で、そのうち発見経緯が「がん検診または健康診断・人間
ドック」由来のものは240件（16.4％）でした。「がん検診または健康診断・人間ドック由来」では、その年齢
階級別分布は50歳～59歳で20.8％、60歳～69歳で35.8％、70歳～79歳で27.5％、80歳以上で5.0％と、
16施設の大腸がん登録数の年齢階級別分布（順に17.2％、27.6％、29.3％、18.0％）と比べてより若い傾向で、
また、治療前ステージ0期は34件（14.2％）、Ⅰ期は78件（32.5％）でした。

治療前ステージ別件数を施設別にみると、0期で0件～20件（件数の多い上位3施設は、浦添総合病院、北部地
区医師会病院、県立中部病院）、Ⅰ期で0件～27件（中頭病院、豊見城中央病院、北部地区医師会病院）、Ⅱ期で
0件～39件（中頭病院、豊見城中央病院、ハートライフ病院）、Ⅲ期で0件～40件（中頭病院、県立中部病院、浦
添総合病院）、Ⅳ期で0件～24件（中頭病院、豊見城中央病院、県立中部病院）でした。16施設の治療前ステー
ジ別登録数０期の割合（7.5％）は、全国409施設の割合（14.7％）と比べて、約7ポイント下回っていました。

施設別 登録数の推移

大
腸

施設別 年齢階級別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計



大
腸

施設別 UICC TNM分類 治療前ステージ別 登録数－2013年

施設別 UICC TNM分類 治療後ステージ別 登録数－2013年

施設別 発見経緯別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊発見経緯別登録数は、症例区分「８：その他」を除いて集計
＊UICC TNM分類 治療前・治療後ステージ別登録数は、症例区分「2：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治

療」のみ集計



大腸（C18-C20,D01.0-D01.2)

� 臨床医からのコメント
全登録数に対する各施設の登録数の占める割合は、対象期間においては毎年ほぼ一定であり、15～18%を占め

る施設と8～10％を占める施設と2～8％の施設群は経年においても変化はありませんでした。登録数は病院規模
（病床数）とは比例していませんでした。登録数の偏在の原因として、地域の枠を越えた他施設受診が少ない可能
性や、登録数の多い施設に関しては専門施設としての認識が地域で定着している可能性があります。

発見経緯については施設間で明らかな違いがありました。がん検診からの発見が多い施設（豊見城中央病院
17.1%、那覇市立病院16.0%）がある一方、健康診断・人間ドックからの発見が多い施設（南部徳洲会病院
17.9%、沖縄赤十字病院17.7%）があり、離島の施設では他疾患経過観察中からの発見が多い結果でした。（宮
古病院37.5%、八重山病院48.6%）施設間の違いについては、考えられる要因は幾つかあるものの推測の域を出
ません。

部位については、医療統計や文献ではS状結腸と直腸で全大腸がんの60～70％が発生するとされています。沖
縄県ではS状結腸と直腸を合わせて59.5%（2013年）との実数が本登録で明らかになりました。

ステージ別頻度として大腸癌研究会・大腸癌全国登録ではⅠ期21.9%、Ⅱ期28.9%、Ⅲ期32.1%、Ⅳ期
16.8%と公表されており、全国集計の治療後ステージ別登録はⅠ期20.1%、Ⅱ期20.0%、Ⅲ期19.1%、Ⅳ期
8.6%でした。沖縄県施設合計の治療後ステージ別登録はⅠ期22.1%、Ⅱ期23.3%、Ⅲ期24.4%、Ⅳ期7.3%と全
国とほぼ同様でした。しかし、登録数が比較的多い6施設（登録数80例以上）を並べてみると、0期は21.3～
27.5％とほぼ同様の割合であったがⅠ期、Ⅱ期、Ⅲ期は割合に違いが見られました。要因として、地域の検診受診
率や受診経緯などの患者状況や、病理標本の取り扱い精度などが考えられるが今後の分析を待ちたいと思います。

治療前ステージ別の治療としては、0期では殆どの施設で内視鏡的治療が行われていたが手術的治療が優位な施
設もありました。Ⅲ期では化学療法が安定的に選択されており、Ⅳ期では化学療法を基本として積極的な外科的治
療の考慮が定着していると思われます。放射線の併用治療は、全ステージ全施設合計で10例（全登録数の0.8％）
と少い結果でした。
沖縄県には6名の大腸肛門病専門医と37名の消化器外科専門医と124名の消化器内視鏡学会専門医がおり(2015
年)、大腸肛門病専門医と消化器外科専門医で検討すると、専門医と施設登録数に関して、在籍の有無と登録数、あ
るいは在籍人数と登録数には相関はありませんでした。

UICC TNM分類 治療前ステージ別 治療の件数－2013年

大
腸

＊上皮内がんを含めて集計
＊手術は、外科的治療・体腔鏡的治療を合わせて集計
＊外科的治療・体腔鏡治療・内視鏡的治療は原発巣切除のみ集計
＊件数は延べ件数（手術と化学療法を組み合わせて行った場合は、どちらの項目でもカウントされる）
＊記載のない治療方法については巻末の実数を参照



大
腸



肝臓（C22)

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施設の肝

がん登録数における腫瘍の重複はありますが、肝がん登録数がその罹患数（沖縄県、2011年）に占める割合は
71.4％（2011年登録数）で、院内がん登録の精度向上に伴い、81.3％（2013年）と増加傾向を認めました。

16施設の肝がん登録数は256件（2013年）で、その年齢階級別分布は50歳～59歳で14.8％、60歳～69歳
で32.4％、70歳～79歳で27.7％、80歳以上で20.7％と、肝がん罹患数の当該年齢階級別割合（順に12.6％、
23.2％、31.4％、30.2％）と比べてより若い傾向でした。

治療前ステージ別件数を施設別にみると、Ⅰ期で0件～11件（件数の多い上位3施設は、ハートライフ病院、浦
添総合病院、県立中部病院、中頭病院、那覇市立病院）、Ⅱ期で0件～8件（浦添総合病院、県立中部病院、ハー
トライフ病院）、Ⅲ期で0件～9件（県立中部病院、中頭病院、南部徳洲会病院）、Ⅳ期で0～10件（県立中部病
院、中頭病院、南部徳洲会病院）でした。16施設の治療前ステージ別登録数Ⅲ期の割合（16.6％）とⅣ期の割合
（25.1％）は、全国409施設のⅢ期の割合（14.2％）とⅣ期の割合（13.4％）と比べて上回っており、Ⅳ期につ
いては約12ポイント上回っていました。

施設別 登録数の推移

肝
臓

施設別 年齢階級別 登録数－2013年

＊症例区分「８：その他」を除いて集計



肝
臓

施設別 肝癌の取扱い規約分類 治療前ステージ別 登録数－2013年

施設別 UICC TNM分類 治療後ステージ別 登録数－2013年

施設別 発見経緯別 登録数－2013年

＊発見経緯別登録数は、症例区分「８：その他」を除いて集計
＊UICC TNM分類 治療前・治療後ステージ別登録数は、症例区分「2：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治

療」のみ集計



肝臓（C22)

肝癌の取扱い規約分類 治療前ステージ別 治療の件数－2013年

� 臨床医からのコメント
沖縄県は肝がんの死亡率が全国で最も低くなっています。その主な原因として、Ｃ型肝炎ウイルスの

持続感染者が全国一低いことが指摘されています。一方で、Ｂ型肝炎持続感染者の割合は全国一高いの
ですが、ウイルスゲノタイプ（遺伝子型）の違いにより、Ｂ型の肝硬変、肝がんも少ないと言われてい
ます。

今回県内の主な医療施設からの集計を検討すると、いくつかの特徴が浮かび上がってきます。まず、
原発性肝がんの中に肝内胆管がんの占める割合が高いことが分かります。全国的には、原発性肝がんの
90％以上が肝細胞がんですが、沖縄県の場合、肝内胆管がんが約20％を占めます。また、検診で発見
される肝がんが約20％おり、更に進行した肝がん（Ⅲ、Ⅳ期）の割合が全国平均と比較して高いこと
が注目されます。

肝細胞がんは慢性肝炎や肝硬変を基礎疾患として発症することが多く、したがって、慢性肝疾患の
フォロー中にがんが見つかることが多いと言われています。より早期に肝細胞がんを発見するためには
慢性肝炎、肝硬変等のハイリスクグループに対して定期的に画像診断を行うことが重要と言われていま
す。沖縄県で検診発見のがんが多く、進行がんの割合が多い原因として、Ｃ型慢性肝炎、肝硬変が少な
いこと、ハイリスクが特定できない胆管細胞がんが多いこと、県民の外来受療率が低いこと等が考えら
れます。

全国的に肝がん死亡率は2002年をピークに減少しています。また、高齢で非ウイルス性肝がんが増
加していると言われています。一方で沖縄県は肝がん死亡率が増加傾向にあり、非ウイルス性肝がんの
占める割合も他府県と比較して高いという特徴があります。今後は、如何に早期の肝がんを発見し、治
療に結びつけるかが重要になってくると思われます。

肝
臓

＊TAE（肝動脈塞栓術）とは、がんに酸素を供給している血管を人工的にふさぎ、がんを窒息させる治療法
＊手術は、外科的治療・体腔鏡的治療・内視鏡的治療を合わせて集計
＊外科的治療・体腔鏡治療・内視鏡的治療は原発巣切除のみ集計
＊件数は延べ件数（手術と化学療法を組み合わせて行った場合は、どちらの項目でもカウントされる）
＊記載のない治療方法については巻末の実数を参照



肝
臓



膵臓（C25)

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施設の膵

がん登録数における腫瘍の重複はありますが、膵がん登録数がその罹患数（沖縄県、2011年）に占める割合は
72.9％（2011年登録数）で、院内がん登録の精度向上に伴い、112.8％（2013年）と増加傾向を認めました。

16施設の膵がん登録数は246件（2013年）で、その年齢階級別分布は50歳～59歳で11.4％、60歳～69歳
で31.3％、70歳～79歳で29.3％、80歳以上で22.0％と、膵がん罹患数の当該年齢階級別割合（順に11.5％、
31.2％、30.3％、22.5％）とほぼ同程度でした。

治療前ステージ別件数を施設別にみると、0期で0件、Ⅰ期で0件～4件（件数の多い上位3施設は、中頭病院、
県立中部病院、那覇市立病院）、Ⅱ期で0件～9件（中頭病院、浦添総合病院、県立中部病院、豊見城中央病
院）、Ⅲ期で0件～5件（那覇市立病院、中部徳洲会病院、ハートライフ病院、琉球大学医学部附属病院、豊見城
中央病院）、Ⅳ期で0件～23件（中頭病院、中部徳洲会病院、浦添総合病院）でした。16施設の治療前ステージ
別登録数Ⅰ期の割合（9.1％）とⅡ期の割合（23.3％）は、全国409施設のⅠ期の割合（3.9％）とⅡ期の割合
（6.3％）と比べて、上回っており、Ⅱ期については17ポイント上回っていました。

施設別 登録数の推移
膵
臓

施設別 年齢階級別登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計



膵
臓

施設別 UICC TNM分類 治療前ステージ別 登録数－2013年

施設別 UICC TNM分類 治療後ステージ別 登録数－2013年

施設別 発見経緯別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊発見経緯別登録数は、症例区分「８：その他」を除いて集計
＊UICC TNM分類 治療前・治療後ステージ別登録数は、症例区分「2：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治

療」のみ集計



膵臓（C25)

� 臨床医からのコメント
膵がんは本邦のがん部位別死亡数第4位であり、今後も増加することが予測されています。また、最

も予後不良な悪性腫瘍として知られており、切除術ができるのは約20～40％、切除例の5年生存率が
10～20％、膵がん全体の5年生存率が7％とされています。他部位のがんと比較した膵がんの特徴と
しては、早期発見が難しく進行がんが多いこと、根治や長期生存を目指せるのは手術療法しかないこと、
手術は難易度が高く侵襲が大きいこと、手術適応は施設による差が大きいこと、などがあげられます。

今回のデータでも、沖縄県における膵がんの登録症例は増加傾向にあります。罹患数の増加と診断精
度や院内がん登録の精度向上などが要因として考えられます。

発見経緯は、がん検診や健康診断、人間ドックで発見されたのは5.9％であり、検診による早期発見
の難しさが今回のデータにもあらわれています。

膵がんにおけるUICC TNM分類（国際的に用いられている悪性腫瘍の病期分類）別の一般的治療法
としては、0～Ⅱ期は切除術、Ⅲ期は局所進行膵がんとして化学療法や放射線療法(専門施設では一部の
症例に腹腔動脈合併切除を伴う尾側膵切除術や術前化学放射線療法後の切除)、Ⅳ期は遠隔転移を伴う
ため化学療法がおこなわれます。沖縄県におけるⅡ期、Ⅲ期の外科治療の割合は39.5％、13.3％でし
た。年齢やPerformance status（全身状態の指標）、併存疾患などの要因もありますが、今後はいか
に切除率を向上させるかが課題だと思われます。それには各施設での内科、放射線科と外科の連携とと
もに、沖縄県では膵切除術の専門施設(肝胆膵外科高度技能修練施設)は浦添総合病院と琉球大学医学部
附属病院の2施設しかないため、施設間の連携体制の構築が重要だと思われます。

UICC TNM分類 治療前ステージ別 治療の件数－2013年

膵
臓

＊上皮内がんを含めて集計
＊手術は、外科的治療・体腔鏡的治療を合わせて集計
＊外科的治療・体腔鏡治療・内視鏡的治療は原発巣切除のみ集計
＊件数は延べ件数（手術と化学療法を組み合わせて行った場合は、どちらの項目でもカウントされる）
＊記載のない治療方法については巻末の実数を参照



膵
臓



肺（C33-C34,D02.1-D02.2)

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施設の肺

がん登録数における腫瘍の重複はありますが、肺がん登録数がその罹患数（沖縄県、2011年）に占める割合は
71.2％（2011年登録数）で、院内がん登録の精度向上に伴い、114.8％（2013年）と増加傾向を認めました。

16施設の肺がん登録数は964件（2013年）で、そのうち発見経緯が「がん検診または健康診断・人間ドッ
ク」由来のものは128件（13.3％）でした。「がん検診または健康診断・人間ドック」由来では、その年齢階級
別分布は、50歳～59歳で19.5％、60歳～69歳で28.1％、70歳～79歳で33.6％、80歳以上で13.3％と、16
施設の肺がん登録数の年齢階級別分布（順に10.6％、20.0％、37.4％、29.6％）と比べてより若い傾向で、ま
た、治療前ステージ0期は0件（0.0％）、Ⅰ期は59件（46.１％）でした。

治療前ステージ別件数を施設別にみると、0期で0件～1件（件数の多い上位3施設は、浦添総合病院のみ）、Ⅰ
期で0件～76件（国立病院機構沖縄病院、中頭病院、浦添総合病院）、Ⅱ期で0件～14件（国立病院機構沖縄病
院、中頭病院、琉球大学医学部附属病院）、Ⅲ期で0件～35件（国立病院機構沖縄病院、中頭病院、県立中部病
院）、Ⅳ期で0件～37件（県立中部病院、国立病院機構沖縄病院、中頭病院）でした。16施設の治療前ステージ
別登録数Ⅲ期の割合（19.6％）とⅣ期の割合（37.4％）は、全国409施設のⅢ期の割合（15.6％）とⅣ期の割合
（32.4％）と比べて、約５ポイント上回っていました。

施設別 登録数の推移

肺

施設別 年齢階級別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計



肺

＊上皮内がんを含めて集計
＊発見経緯別登録数は、症例区分「８：その他」を除いて集計
＊UICC TNM分類 治療前・治療後ステージ別登録数は、症例区分「2：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治

療」のみ集計

施設別 UICC TNM分類 治療前ステージ別 登録数－2013年

施設別 UICC TNM分類 治療後ステージ別 登録数－2013年

施設別 発見経緯別 登録数－2013年



肺（C33-C34,D02.1-D02.2)

UICC TNM分類 治療前ステージ別 治療の件数－2013年

肺

� 臨床医からのコメント
平成22年の沖縄県の疫学調査によりますと、がんの部位別死亡数のトップは男女とも肺がんであり、肺が

んの死亡数低下に向けた取り組みが急務であります。沖縄県の肺がんの特徴は1960年代～70年代にはター
ルの含有量の高い沖縄ブランドのタバコ（バイオレット・ハイトーン・うるま・ロンなど）が普及したこと
により、中枢型の扁平上皮がんが多くみられましたが、1980年代以降は腺がんの比率が急激に増加してい
ます。加えて全国に比べて男女とも肺がん患者の喫煙率が高いのが特徴であります。喫煙開始年齢が低い本
県においては小・中学生に対する啓蒙活動が特に重要と考えます。

肺がんは手術、化学療法、放射線治療、もしくはこれらを組み合わせた治療が基本となります。2013年
沖縄県院内がん登録データの肺がん登録の資料によりますと、沖縄県内では登録数100件以上が国立病院機
構沖縄病院（以下国立沖縄病院）202件、中頭病院115件、県立中部病院105件で、手術数50件以上は国
立沖縄病院のみ（102件）でありました。登録数、手術件数とも県内では群を抜いています。国立沖縄病院
における切除率はおよそ5割で、全国的な平均である3割と比較して高いのが特徴です。その理由として、検
診発見（Ⅰ期）が多いこととⅢ期などの進行がんに対しても術前化学（・放射線）療法を行うことにより、
切除可能となったケースが多かったからです。しかし、県内の肺がん全体では5割から7割の患者さんは化学
療法、放射線治療、もしくはそれを組み合わせた治療となっているのが資料からみてとれます。

肺がん治療の進歩は目覚ましいものがあり、治療前の的確な組織診断とがんの遺伝子変異の検査で、治療
戦略を立てる『個別化』が急速に進んでいます。現在、沖縄県には概ね気管支鏡指導医4名、呼吸器外科専門
医12名、呼吸器学会指導医21名が医療に従事しています。そして放射線治療施設が7施設あります。資料か
らは沖縄県内の肺がん治療は主に16の施設で行われておりますが、それ以上に分散化されているのが現状で
す。理想的には放射線治療施設を有し、キャンサーボード（呼吸器外科専門医・癌治療教育医、認定医・放
射線治療専門医・病理専門医で治療方針を討議）が開催されているような専門性の高い病院に治療・機能が
集約化されることが望まれます。気管支鏡指導医2名、呼吸器外科指導医3名・専門医4名、呼吸器学会指導
医4名を擁する国立沖縄病院のような専門性の高い病院に治療・機能を集約し、肺がん診療の核となるような
施設と関連施設との連携で、沖縄県の肺がんの治療成績はさらに向上するものと考えます。

＊上皮内がんを含めて集計
＊手術は、外科的治療・体腔鏡的治療を合わせて集計
＊外科的治療・体腔鏡治療・内視鏡的治療は原発巣切除のみ集計
＊件数は延べ件数（手術と化学療法を組み合わせて行った場合は、どちらの項目でもカウントされる）
＊記載のない治療方法については巻末の実数を参照



肺



乳房(C50,D05)

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施設の乳

がん登録数における腫瘍の重複はありますが、乳がん登録数がその罹患数（沖縄県、2011年）に占める割合は
99.8％（2011年登録数）で、院内がん登録の精度向上に伴い、110.0％（2013年）と増加傾向を認めました。

16施設の乳がん登録数は979件（2013年）で、そのうち発見経緯が「がん検診または健康診断・人間ドッ
ク」由来のものは297件（30.3％）でした。「がん検診または健康診断・人間ドック由来」では、その年齢階級
別分布は40歳～49歳で28.3％、50歳～59歳で19.5％、60歳～69歳で34.7％、70歳～79歳で11.4％、80
歳以上で2.4％と、16施設の乳がん登録数の年齢階級別分布（順に24.5％、21.3％、26.8％、15.8％、
6.4％）と比べてより若い傾向で、また、治療前ステージ0期は70件（23.6％）、Ⅰ期は142件（47.8％）でし
た。

治療前ステージ別件数を施設別にみると、0期で0件～23件（件数の多い上位3施設は、浦添総合病院、中頭病
院、県立中部病院、那覇市立病院）、Ⅰ期で0件～43件（中頭病院、浦添総合病院、那覇市立病院）、Ⅱ期で0件
～40件（中頭病院、浦添総合病院、那覇市立病院）、Ⅲ期で0件～14件（中頭病院、浦添総合病院、沖縄赤十字
病院）、Ⅳ期で0件～7件（那覇市立病院、豊見城中央病院、浦添総合病院）でした。 16施設の治療前ステージ別
登録数Ⅳ期の割合（7.8％）は、全国409施設のⅣ期の割合（4.9％）と比べて、約3ポイント上回っていました。

施設別 登録数の推移

乳
房

施設別 年齢階級別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計



乳
房

施設別 UICC TNM分類 治療前ステージ別 登録数－2013年

施設別 UICC TNM分類 治療後ステージ別 登録数－2013年

施設別 発見経緯別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊発見経緯別登録数は、症例区分「８：その他」を除いて集計
＊UICC TNM分類 治療前・治療後ステージ別登録数は、症例区分「2：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治

療」のみ集計



乳房(C50,D05)

UICC TNM分類 治療前ステージ別 治療の件数－2013年

乳
房

� 臨床医からのコメント
乳がんは女性のがん罹患率第1位で、罹患率、死亡率ともに増加傾向にあります。2013年の国民生

活基礎調査によると沖縄県の乳がん検診受診率は41.1％で全国平均の34.2％をやや上回っていますが、
欧米の受診率には遠く及びません。乳がん死亡率改善のためには今後も更なる啓蒙活動が必要と思われ
ます。今回の院内がん登録のデータを見ても発見経緯ががん検診や人間ドックであった割合は30.3％
で、全部位の15.5％より多いのですがまだ十分だとは言えません。

2013年沖縄県院内がん登録データの乳がん登録の状況を見てみると、年々登録数が増えてきてはい
るものの乳がんのカバー率は65.3％と低く、その原因としては術後の放射線治療症例などの重複が多
いこと（放射線治療機器を有する施設の登録数が実際の手術症例をより多く登録されている）と、県内
で最も多くの症例を治療している乳腺専門クリニックが登録に参加していないことが挙げられます。
2016年からは全国がん登録が始まるため、より精度の高いデータが得られるものと期待しています。

今回のデータで最も気になった点はステージ別登録でⅣ期の割合が高いことです。全国の4.9％に比
べ沖縄県では7.8％で1.5倍以上となっています。初診時にⅣ期の方は乳房腫瘤を自覚しているにも関
わらず、医療機関を受診することをためらっているうちに症状が進行してしまうケースが多く見受けら
れます。乳がん検診の啓蒙だけでなく、乳房腫瘤を自覚した場合の対応や専門医療機関などの情報提供
も必要であると思われます。

＊上皮内がんを含めて集計
＊手術は、外科的治療・体腔鏡的治療・内視鏡的治療を合わせて集計
＊外科的治療・体腔鏡治療・内視鏡的治療は原発巣切除のみ集計
＊件数は延べ件数（手術と化学療法を組み合わせて行った場合は、どちらの項目でもカウントされる）
＊記載のない治療方法については巻末の実数を参照



乳
房



子宮頸部（C53,D06)

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施設の子宮

頸がん登録数における腫瘍の重複はありますが、子宮頸がん登録数がその罹患数（沖縄県、2011年）に占める割合
は101.1％（2011年登録数）で、院内がん登録の精度向上に伴い、106.1％（2013年）と増加傾向を認めました。

16施設の子宮頸がん登録数は397件（2013年）で、そのうち発見経緯が「がん検診または健康診断・人間ドッ
ク」由来のものは137件（34.5％）でした。「がん検診または健康診断・人間ドック」由来では、その年齢階級別分
布は20歳～29歳で12.4％ 、 30歳～39歳で29.9％ 、 40歳～49歳で30.7％ 、 50歳～59歳で10.9％、60歳
～69歳で10.2％と、16施設の子宮頸がん登録数の年齢階級別分布（順に10.6％、25.9％、23.7％、14.1％、
11.3％）と比べてより若い傾向で、また、治療前ステージ0期は115件（83.9％）、Ⅰ期は16件（11.7％）でした。

治療前ステージ別件数を施設別にみると、0期で0件～58件（件数の多い上位3施設は、 県立中部病院、那覇市立
病院、琉球大学医学部附属病院）、Ⅰ期で0件～34件（琉球大学医学部附属病院、県立中部病院、豊見城中央病院）、
Ⅱ期で0件～10件（琉球大学医学部附属病院、県立中部病院、沖縄赤十字病院、浦添総合病院）、Ⅲ期で0件～18件
（琉球大学医学部附属病院、県立中部病院、県立宮古病院）、Ⅳ期で0件～18件（琉球大学医学部附属病院、県立中
部病院、那覇市立病院）でした。16施設の治療前ステージ別登録数Ⅳ期の割合（8.6％）は、全国409施設のⅣ期の
割合（2.5％）と比べて、６ポイント上回っていました。

施設別 登録数の推移

子
宮
頸
部

施設別 年齢階級別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計



子
宮
頸
部

＊上皮内がんを含めて集計
＊発見経緯別登録数は、症例区分「８：その他」を除いて集計
＊UICC TNM分類 治療前・治療後ステージ別登録数は、症例区分「2：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治

療」のみ集計

施設別 UICC TNM分類 治療前ステージ別 登録数－2013年

施設別 UICC TNM分類 治療後ステージ別 登録数－2013年

施設別 発見経緯別 登録数－2013年



子宮頸部（C53,D06)

UICC TNM分類 治療前ステージ別 治療の件数－2013年

子
宮
頸
部

� 臨床医からのコメント
婦人科がんの登録は、日本産科婦人科学会の婦人科悪性腫瘍登録（全国主要施設の初回治療症例）と

県内では琉球大学産婦人科で集計している沖縄県婦人科悪性腫瘍登録（県内55施設の初回治療症例）
もあるので、これらも参考にコメントします。

沖縄県院内がん登録2013年の治療前ステージ別登録数では上皮内がんが194件、浸潤がんが113
件登録されています。沖縄県婦人科悪性腫瘍登録2013年ではCINⅢ（上皮内がん）が281件、浸潤が
んが103件、婦人科悪性腫瘍登録2013年ではCINⅢ13,885件、浸潤がん7,280件であり、全国に比
べ県内で浸潤がんに対するCINⅢ症例が多い傾向となっています。上皮内がんは県内多数箇所の病院で
治療されていますが、浸潤がんは約8割が琉球大学医学部附属病院で治療されています。進行病期分類
は、沖縄県院内がん登録治療前ステージ（上皮内を除く）ではⅠ期41%、Ⅱ期 14%、Ⅲ期21%、Ⅳ
期24%ですが、沖縄県婦人科悪性腫瘍登録では、それぞれ60%、15%、17%、9%、婦人科悪性腫
瘍登録ではそれぞれ57%、23%、9.8%、10.2%と、治療症例では県内で若干Ⅱ期が少なく、Ⅲ期が
多い傾向にあります。沖縄県院内がん登録治療前ステージ（上皮内を除く）ではⅣ期が24%と多いが
未治療は2件となっており、他の登録との違いは十分説明つかないが、同じ患者が複数の病院で登録さ
れた可能性もありえます。

治療法は沖縄県院内がん登録（上皮内がん含む）では治療され301件中219件（72.7%）で手術を
受けており、婦人科悪性腫瘍登録（浸潤がんのみ）では約65%が手術を受けています。沖縄県院内が
ん登録ではⅡ期症例に手術はほとんど行われていないが、婦人科悪性腫瘍登録ではⅡ期の11%強に手
術が行われており、県内ではⅡ期より進行した例には放射線治療が主体と推察されます。

婦人科腫瘍専門医は2015年5月で全国720名、沖縄県内に8名おり、琉球大学医学部附属病院には
2名で、子宮頚がん（浸潤がん）の治療は県内ではかなり集約化されているが専門医は分散していると
いえます。

＊上皮内がんを含めて集計
＊手術は、外科的治療・体腔鏡的治療・内視鏡的治療を合わせて集計
＊外科的治療・体腔鏡治療・内視鏡的治療は原発巣切除のみ集計
＊件数は延べ件数（手術と化学療法を組み合わせて行った場合は、どちらの項目でもカウントされる）
＊記載のない治療方法については巻末の実数を参照



子
宮
頸
部



子宮体部（C54)

� データをみると
全登数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施設の子宮

体がん登録数における録数から「症例腫瘍の重複はありますが、子宮体がん登録数がその罹患数（沖縄県、2011
年）に占める割合は114.9％（2011年登録数）で、院内がん登録の精度向上に伴い、127.0％（2013年）と増
加傾向を認めました。

16施設の子宮体がん登録数は179件（2013年）で、その年齢階級別分布は 40歳～49歳で14.5％ 、50歳～
59歳で27.4％、60歳～69歳で25.7％、70歳～79歳で21.8％と、子宮体がん罹患数の当該年齢階級別割合
（順に19.9％、30.5％、19.1％、12.8％）と比べて、より高齢の傾向でした。

治療前ステージ別件数を施設別にみると、Ⅰ期で0件～36件（件数の多い上位3施設は、琉球大学医学部附属病
院、県立中部病院、豊見城中央病院）、Ⅱ期で0件～2件（県立中部病院、中頭病院、那覇市立病院）、Ⅲ期で0件
～3件（琉球大学医学部附属病院、県立中部病院、南部徳洲会病院、豊見城中央病院）、Ⅳ期で0件～6件（琉球大
学医学部附属病院、那覇市立病院、県立中部病院、沖縄赤十字病院）でした。16施設の治療前ステージ別登録数
Ⅳ期の割合（11.2％）は、全国409施設のⅣ期の割合（6.5％）と比べて、約5ポイント上回っていました。

施設別 登録数の推移

子
宮
体
部

施設別 年齢階級別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計



子
宮
体
部

＊上皮内がんを含めて集計
＊発見経緯別登録数は、症例区分「８：その他」を除いて集計
＊UICC TNM分類 治療前・治療後ステージ別登録数は、症例区分「2：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治

療」のみ集計

施設別 UICC TNM分類 治療前ステージ別 登録数－2013年

施設別 UICC TNM分類 治療後ステージ別 登録数－2013年

施設別 発見経緯別 登録数－2013年



子宮体部（C54)

� 臨床医からのコメント

発見経緯別登録数をみると、子宮体がんの発見経緯は「その他・不明」と「他疾患の経過観察中」両
者で92.5％と圧倒的でした。院内がん登録では症状があり病院を受診した場合は「その他・不明」に
分類されます。実際に不正性器出血があり、産婦人科を受診していると思いますが、「子宮体がんは検
診よりも症状受診が大切」を確認でき、素晴らしいと思います。

年齢階級別の子宮体がん発生は、50代・60代で過半数を占め、40歳以下の若年体癌は約5%であり、
全国統計と同様です。進行期は、早期に発見されることが多い子宮体がんの特徴を表し、Ⅰ期（子宮体
部限局）が75%と圧倒的多数です。Ⅲ期症例（リンパ節転移陽性例）が5.0%（全国的には15%前
後）と少ないことは、施設におけるリンパ節郭清の程度が影響していることも推察されます。また、Ⅳ
期（遠隔転移あり）症例が11.7%（全国統計では6～7%）と多いことは、一部ではありますが症状が
出てもなかなか産婦人科を受診しない方もいるためと思われます。

治療については、Ⅰ～Ⅲ期症例に対しては手術療法が主治療であり、補助療法として抗がん剤療法、
または放射線療法が行われ、Ⅳ期（遠隔転移）症例に対しては抗がん剤治療や緩和医療が実施されてい
ました。これは子宮体がん治療ガイドラインに則した治療であり、施設間のばらつきも見られず素晴ら
しいことだと考えられます。

今後、更に精度の向上がなされ、沖縄県の「がん」の実態が精度高く提示され、その診断と治療の向
上に貢献されることを多いに期待します。

子
宮
体
部

UICC TNM分類 治療前ステージ別 治療の件数－2013年

＊UICC TNM分類で子宮体がんには０期（上皮内がん）もあるが、診断例、治療例がないためグラフ提示はしない
＊手術は、外科的治療・体腔鏡的治療・内視鏡的治療を合わせて集計
＊外科的治療・体腔鏡治療・内視鏡的治療は原発巣切除のみ集計
＊件数は延べ件数（手術と化学療法を組み合わせて行った場合は、どちらの項目でもカウントされる）
＊記載のない治療方法については巻末の実数を参照



子
宮
体
部



前立腺（C61)

� データをみると
全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施設の前

立腺がん登録数における腫瘍の重複はありますが、前立腺がん登録数がその罹患数（沖縄県、2011年）に占める
割合は92.9％（2011年登録数）で、院内がん登録の精度向上に伴い、143.8％（2013年）と増加傾向を認めま
した。

16施設の前立腺がん登録数は647件（2013年）で、その年齢階級別分布は50歳～59歳で6.5％、60歳～69
歳で25.2％、70歳～79歳では47.1％、80歳以上では20.7％と、前立腺がん罹患数の当該年齢階級別割合（順
に4.0％、23.8％、45.6％、26.2％）とほぼ同程度でした。

治療前ステージ別件数を施設別にみると、Ⅰ期で0件～40件（割合の大きい上位3施設は、中部徳洲会病院、琉
球大学医学部附属病院、豊見城中央病院）、Ⅱ期で0件～18件（中頭病院、琉球大学医学部附属病院、県立宮古病
院）、Ⅲ期で0件～15件（中部徳洲会病院、琉球大学医学部附属病院、中頭病院）、Ⅳ期で0件～22件（中部徳洲
会病院、中頭病院、那覇市立病院）でした。16施設の治療前ステージ別登録数Ⅳ期の割合（23.6％）は、全国
409施設のⅣ期の割合（13.6％）と比べて、10ポイント上回っていました。

施設別 登録数の推移

前
立
腺

施設別 年齢階級別 登録数－2013年

＊症例区分「８：その他」を除いて集計



前
立
腺

＊発見経緯別登録数は、症例区分「８：その他」を除いて集計
＊UICC TNM分類 治療前・治療後ステージ別登録数は、症例区分「2：自施設診断・自施設治療」「３：他施設診断・自施設治

療」のみ集計

施設別 UICC TNM分類 治療前ステージ別 登録数－2013年

施設別 UICC TNM分類 治療後ステージ別 登録数－2013年

施設別 発見経緯別 登録数－2013年



前立腺（C61)

� 臨床医からのコメント
2015年の本邦のがん罹患率予想では、前立腺がんは、胃がん・肺がんを抜いて男性がんの罹患率で

1位となる事が予想され、現在最も注目されているがんの1つです。今回の沖縄県院内がん登録データ
の各医療施設で登録・集計された前立腺がんの症例数も、年毎に増加しているのがわかります。本邦に
おける前立腺がんの急増は、食生活等の欧米化などが原因とされ（米国、西ヨーロッパ、オーストラリ
アなど先進国での年齢調整がん罹患率は前立腺がんが1位）、さらに発見の経緯別では、がん検診、健
診・人間ドック、そして他疾患の経過観察中に発見された、いわゆる無症候性の早期前立腺がん（Ⅰお
よびⅡ期）が増えています。これには前立腺腫瘍マーカー検査（PSA検査）の普及が大きく貢献してい
ると考えます。

前立腺がんに対する治療としては、Ⅰ、Ⅱ期の早期がんに対しては手術、放射線療法が主に行われま
すが、前立腺がんは他のがん種に比べ比較的緩徐に進行するため、がんの進展リスクや患者さんの状態
によっては、無治療経過観察を選択することもあります。

一方、転移を有する場合にはホルモン療法や化学療法が行なわれます。2013年院内がん登録データ
による前立腺がんの登録数が50例以上となっている県内の6施設は、いずれも早期前立腺がんに対する
根治的治療として手術（開腹、腹腔鏡下、ロボット補助下腹腔鏡下）や放射線療法（外照射、密封小線
源療法）等を積極的に行っている施設で、前立腺がん患者が集中しております。内訳は中部地区では中
頭病院と中部徳洲会病院、宜野湾・浦添・那覇地区では琉球大学附属病院と那覇市立病院、そして南部
地区では南部徳洲会病院と豊見城中央病院と沖縄県の人口分布に応じて、治療施設と患者が均等に分散
しているようにも読み取れます。

一方、北部、宮古および八重山地区の県立病院では、常勤の泌尿器科専門医が一人しかいないこと、
かつIMRT（強度変調放射線治療）等の放射線治療装置も完備されていないため、これら医療圏の早期
前立腺がんの患者は主に上記の6施設に紹介され、治療後に経過をフォローされているものと考えま
す。

前
立
腺

UICC TNM分類 治療前ステージ別 治療の件数－2013年

＊手術は、外科的治療・体腔鏡的治療・内視鏡的治療を合わせて集計
＊外科的治療・体腔鏡治療・内視鏡的治療は原発巣切除のみ集計
＊件数は延べ件数（手術と化学療法を組み合わせて行った場合は、どちらの項目でもカウントされる）
＊記載のない治療方法については巻末の実数を参照



前
立
腺



血液腫瘍（悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、白血病、他の造血器腫瘍)

� データをみると

全登録数から「症例区分8：その他」（セカンドオピニオンなど）を除いた登録数を観察しました。16施設の血
液腫瘍登録数における腫瘍の重複はありますが、血液腫瘍登録数がその罹患数（沖縄県、2011年）に占める割合
は93.1％（2011年登録数）で、院内がん登録の精度の向上伴い、111.3％（2013年）と増加傾向を認めました。

施設別の血液腫瘍登録数は582件（2013年）で、6施設における患者の集約化傾向を認めました。その年齢階
級別分布は0歳～9歳で0.5％、 10歳～19歳で0.9％ 、 ２0歳～29歳で0.9％、 30歳～39歳で3.6％、40歳～
49歳で7.2％、 50歳～59歳で13.2％、60歳～69歳で19.8％、70歳～79歳で28.7％、80歳以上で25.3％と、
小児（15歳未満）及びAYA世代（15～29歳）でもある一定の割合が観察されました。

詳細疾患別にみると、登録数の多い順に悪性リンパ腫（271件、46.6％）、白血病（100件、17.2％）、成人
T細胞白血病／リンパ腫（98件、16.8％）でした。

施設別 登録数の推移

血
液
腫
瘍

� 臨床医からのコメント

患者数が際立って多い6施設は、いずれも血液専門医ないし、それに準ずる複数の医師による診療が
行われている施設です（2013年当時）。沖縄県では、血液腫瘍の患者さんのほとんどが専門医の診療
を受けていることが分かります。血液腫瘍は、他施設から紹介される傾向が高いのですが、県内の医療
機関は、血液専門医の勤務先等の情報を把握できているため、専門医のいる施設への紹介がきちんと行
われ、結果的にほとんどの血液腫瘍の患者さんが、専門家のいる施設で治療を受けることにつながった
と考えられます。

年齢階級別では、小児およびAYA世代に関して、県内では琉球大学医学部附属病院小児科が中心と
なって診療を行っているため、当該施設の登録数がとても多くなっています。

詳細疾患別では、九州地区に多い成人T細胞白血病／リンパ腫（ATL）が突出して多いことがわかり
ます。

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計



血
液
腫
瘍

腫瘍別 詳細疾患別（形態別） 登録数－2013年

施設別 年齢階級別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

節性 節外性

びまん性大細胞性Ｂ細胞型リンパ腫 59 54 113 ( 19.4% )

ろ胞性リンパ腫 24 6 30 ( 5.2% )

辺縁層Ｂ細胞リンパ腫（ＭＡＬＴ含む） <5 26 30 ( 5.2% )

マントル細胞リンパ腫 7 <5 8 ( 1.4% )

成熟Ｂ細胞リンパ腫　他 <5 0 <5 -
14 21 35 ( 6.0% )
0 <5 <5 -

22 <5 25 ( 4.3% )
14 14 28 ( 4.8% )
41 57 98 ( 16.8% )

( 7.7% )

慢性骨髄性白血病 ( 2.9% )

急性骨髄性白血病 ( 10.3% )

慢性リンパ性白血病 -

急性リンパ性白血病 ( 2.1% )

白血病　他 ( 1.5% )
真性赤血球増加症 ( 0.9% )
本態性血小板血症 ( 1.4% )
骨髄線維症 -
骨髄増殖性疾患　他 -

( 5.5% )
( 2.9% )

( 100.0% )合計 582

その他の
造血器腫瘍

骨髄増殖性疾患

5
8

<5
<5

骨髄異形成症候群 32

他の造血器腫瘍　他 17

成人T細胞性白血病/リンパ腫

多発性骨髄腫 45

白血病

17
60
<5
12
9

件数

悪性リンパ腫

成熟Ｂ細胞リンパ腫

成熟T細胞

NK細胞リンパ腫

ホジキンリンパ腫

悪性リンパ腫　他



血液腫瘍（悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、白血病、他の造血器腫瘍)

初回治療の件数－2013年

血
液
腫
瘍

＊上皮内がんを含めて集計
＊手術は原発巣切除のみ集計
＊件数は延べ件数（放射線治療と薬物療法を組み合わせて行った場合は、どちらの項目でもカウントされる）
＊「その他」の治療には「造血幹細胞移植（輸血）」が含まれる
＊記載のない治療方法については巻末の実数を参照



� 臨床医からのコメント
沖縄県で放射線治療のできる施設は７施設です。初回治療で行われている放射線治療に着目すると、

放射線治療を受けたほとんどの症例は、７施設のうちの、血液専門医のいる４施設で治療を受けている
ことがわかります。単に放射線治療ができる施設で治療をするのではなく、血液専門医と放射線治療専
門医の合議の元、治療されていることが推測されます。

今後は、北部・宮古・八重山医療圏での血液腫瘍の患者さんの診療をどのようにしていくのか、均て
ん化と集約化のバランスをどのように取っていくのかが課題だと思います。

血
液
腫
瘍





北部地  師 病院

- 75 -



- 76 -



- 77 -



院内がん登録の概要
全登録数の推移

部位別 登録数の推移

北
部
地
区
医
師
会
病
院

部位別 登録数の推移－男

部位別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊全登録数の推移は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊部位別は、症例区分「８：その他」を除いて集計

- 78 -



北
部
地
区
医
師
会
病
院

部位別 年齢階級別 登録数－2013年

年齢階級別 登録数の推移－男

年齢階級別 登録数の推移

年齢階級別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

- 79 -



院内がん登録の概要

部位別 来院経路別 登録数 2013年

部位別 症例区分別 登録数－2013年

部位別 発見経緯別 登録数 2013年

北
部
地
区
医
師
会
病
院

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区部別は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊来院経路別、発見経緯別は、症例区分「８：その他」を除いて集計

- 80 -



二次保健医療圏別 登録数－2013年

部位別 二次保健医療圏別 登録数－2013年

北
部
地
区
医
師
会
病
院

＊当該医療圏を診断時住所とする登録数の当該医療圏の罹患数に占める割合

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

圏域名 市町村名
罹患数

（2011年）

16施設
登録数

（2013年）

カバー率*

大腸 14.5%

乳房 8.7%

胃 8.3%

大腸 0.2%

肝臓 0.1%

胃 0.0%

- -

- -

- -

- -

- -

- -

肺 -

- -

- -

3 - - - -

沖縄県外 - 0 - - -

大腸 1.1%

乳房 0.6%

胃 0.6%

カバー率上位３部位*

北部保健医療圏
名護市　国頭村　大宜味村
東村　今帰仁村　本部町

伊江村　伊平屋村　伊是名村

517 240 46.4%

中部保健医療圏
宜野湾市　沖縄市　うるま市　恩納村
宜野座村　金武町　読谷村　嘉手納町

北谷町　北中城村　中城村

2,720 9 0.3%

宮古保健医療圏 宮古島市　多良間村 363 0 0.0%

南部保健医療圏

那覇市　浦添市　糸満市　豊見城市

南城市　西原町　与那原町
南風原町　渡嘉敷村　座間味村

粟国村　渡名喜村　南大東村
北大東村　久米島町　八重瀬町

3,597 0 0.0%

沖縄県内医療圏不定者

合計 7,469 250 3.3%

八重山保健医療圏 石垣市　竹富町　与那国町 269 <5 -

- 81 -
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沖 立中部病院

- 91 -



- 92 -



- 93 -



院内がん登録の概要

沖
縄
県
立
中
部
病
院

全登録数の推移

部位別 登録数の推移

部位別 登録数の推移－男

部位別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊全登録数の推移は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊部位別は、症例区分「８：その他」を除いて集計

- 94 -



沖
縄
県
立
中
部
病
院

部位別 年齢階級別 登録数－2013年

年齢階級別 登録数の推移－男

年齢階級別 登録数の推移

年齢階級別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

- 95 -



院内がん登録の概要

沖
縄
県
立
中
部
病
院

部位別 来院経路別 登録数 2013年

部位別 症例区分別 登録数－2013年

部位別 発見経緯別 登録数 2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区部別は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊来院経路別、発見経緯別は、症例区分「８：その他」を除いて集計

- 96 -



圏域名 市町村名
罹患数

（2011年）

16施設
登録数

（2013年）
カバー率*

乳房 3.3%

子宮頚部 2.1%

肺 1.5%

乳房 4.7%

大腸 4.0%

肺 3.5%

乳房 0.1%

大腸 0.1%

子宮体部 0.1%

乳房 0.6%

口腔・咽頭・喉頭 0.3%

肝臓 0.3%

大腸 1.5%

口腔・咽頭・喉頭 1.1%

子宮頚部 2.2%

3 - - - -

沖縄県外 - 11 - - -

乳房 2.0%

大腸 1.6%

肺 1.4%

1.9%7363

北部保健医療圏
名護市　国頭村　大宜味村
東村　今帰仁村　本部町

伊江村　伊平屋村　伊是名村

517

宮古島市　多良間村

3,597

中部保健医療圏
宜野湾市　沖縄市　うるま市　恩納村

宜野座村　金武町　読谷村　嘉手納町
北谷町　北中城村　中城村

南部保健医療圏

那覇市　浦添市　糸満市　豊見城市
南城市　西原町　与那原町

南風原町　渡嘉敷村　座間味村
粟国村　渡名喜村　南大東村

北大東村　久米島町　八重瀬町

カバー率上位３部位*

2,720

16 0.4%

70 13.5%

844 31.0%

269 17 6.3%八重山保健医療圏 石垣市　竹富町　与那国町

沖縄県内医療圏不定者

合計 7,469 965 12.9%

宮古保健医療圏

沖
縄
県
立
中
部
病
院

二次保健医療圏別 登録数－2013年

部位別 二次保健医療圏別登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

＊当該医療圏を診断時住所とする登録数の当該医療圏の罹患数に占める割合

- 97 -
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那 市立病院

- 123 -



- 124 -



- 125 -



院内がん登録の概要

那
覇
市
立
病
院

登録数の推移

部位別 登録数の推移

部位別 登録数の推移－男

部位別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊全登録数の推移は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊部位別は、症例区分「８：その他」を除いて集計
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那
覇
市
立
病
院

部位別 年齢階級別 登録数－2013年

年齢階級別 登録数の推移－男

年齢階級別 登録数の推移

年齢階級別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

- 127 -



院内がん登録の概要

那
覇
市
立
病
院

部位別 来院経路別 登録数 2013年

部位別 症例区分別 登録数－2013年

部位別 発見経緯別 登録数 2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区部別は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊来院経路別、発見経緯別は、症例区分「８：その他」を除いて集計
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圏域名 市町村名
罹患数

（2011年）

16施設
登録数

（2013年）
カバー率*

乳房 0.6%

胃 0.4%

食道 0.2%

乳房 0.8%

前立腺 0.2%

血液腫瘍 0.2%

乳房 3.3%

大腸 3.3%

血液腫瘍 2.2%

乳房 0.8%

食道 0.6%

胃 0.3%

乳房 3.0%

血液腫瘍 1.9%

口腔・咽頭・喉頭 0.4%

3 - - - -

沖縄県外 - 15 - - -

乳房 2.1%

大腸 1.6%

血液腫瘍 1.2%

宮古保健医療圏

沖縄県内医療圏不定者

合計

269 18 6.7%八重山保健医療圏 石垣市　竹富町　与那国町

7,469 887 11.9%

カバー率上位３部位*

2,720

767 21.3%

14 2.7%

57 2.1%

363

北部保健医療圏
名護市　国頭村　大宜味村
東村　今帰仁村　本部町

伊江村　伊平屋村　伊是名村

517

宮古島市　多良間村

3,597

中部保健医療圏
宜野湾市　沖縄市　うるま市　恩納村

宜野座村　金武町　読谷村　嘉手納町
北谷町　北中城村　中城村

南部保健医療圏

那覇市　浦添市　糸満市　豊見城市
南城市　西原町　与那原町

南風原町　渡嘉敷村　座間味村
粟国村　渡名喜村　南大東村

北大東村　久米島町　八重瀬町

4.4%16

那
覇
市
立
病
院

二次保健医療圏別 登録数－2013年

部位別 二次保健医療圏別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

＊当該医療圏を診断時住所とする登録数の当該医療圏の罹患数に占める割合
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琉球大 
 部附 病院

- 147 -



- 148 -
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院内がん登録の概要

琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院

全登録数の推移

部位別 登録数の推移

部位別 登録数の推移－男

部位別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊全登録数の推移は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊部位別は、症例区分「８：その他」を除いて集計

- 150 -



琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院

部位別 年齢階級別 登録数－2013年

年齢階級別 登録数の推移－男

年齢階級別 登録数の推移

年齢階級別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計
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院内がん登録の概要

琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院

部位別 来院経路別 登録数 2013年

部位別 症例区分別 登録数－2013年

部位別 発見経緯別 登録数 2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区部別は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊来院経路別、発見経緯別は、症例区分「８：その他」を除いて集計
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圏域名 市町村名
罹患数

（2011年）

16施設
登録数

（2013年）
カバー率*

口腔・咽頭・喉頭 2.5%

皮膚 1.9%

胃 1.7%

子宮頚部 1.5%

血液腫瘍 1.5%

口腔・咽頭・喉頭 1.4%

口腔・咽頭・喉頭 3.2%

子宮頚部 1.9%

血液腫瘍 1.5%

皮膚 2.2%

大腸 1.7%

口腔・咽頭・喉頭 1.1%

食道 2.6%

口腔・咽頭・喉頭 2.2%

子宮頚部 2.2%

3 - - - -

沖縄県外 - 32 - - -

口腔・咽頭・喉頭 2.3%

子宮頚部 1.6%

血液腫瘍 1.5%

カバー率上位３部位*

北部保健医療圏
名護市　国頭村　大宜味村
東村　今帰仁村　本部町

伊江村　伊平屋村　伊是名村

517 99 19.1%

南部保健医療圏

那覇市　浦添市　糸満市　豊見城市
南城市　西原町　与那原町

南風原町　渡嘉敷村　座間味村
粟国村　渡名喜村　南大東村

北大東村　久米島町　八重瀬町

3,597 660 18.3%

中部保健医療圏
宜野湾市　沖縄市　うるま市　恩納村

宜野座村　金武町　読谷村　嘉手納町
北谷町　北中城村　中城村

2,720 389 14.3%

八重山保健医療圏 石垣市　竹富町　与那国町 269 44 16.4%

宮古保健医療圏 宮古島市　多良間村 363 53 14.6%

沖縄県内医療圏不定者

合計 7,469 1,277 17.1%

琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院

二次保健医療圏別 登録数－2013年

部位別 二次保健医療圏別登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

＊当該医療圏を診断時住所とする登録数の当該医療圏の罹患数に占める割合

- 153 -



- 154 -



沖  立宮古病院

- 187 -



- 188 -



- 189 -



院内がん登録の概要

県
立
宮
古
病
院

全登録数の推移

部位別 登録数の推移

部位別 登録数の推移－男

部位別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊全登録数の推移は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊部位別は、症例区分「８：その他」を除いて集計
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県
立
宮
古
病
院

部位別 年齢階級別 登録数－2013年

年齢階級別 登録数の推移－男

年齢階級別 登録数の推移

年齢階級別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計
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院内がん登録の概要

県
立
宮
古
病
院

部位別 来院経路別 登録数 2013年

部位別 症例区分別 登録数－2013年

部位別 発見経緯別 登録数 2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区部別は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊来院経路別、発見経緯別は、症例区分「８：その他」を除いて集計
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県
立
宮
古
病
院

二次保健医療圏別 登録数－2013年

部位別 二次保健医療圏別登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

＊当該医療圏を診断時住所とする登録数の当該医療圏の罹患数に占める割合

圏域名 市町村名
罹患数

（2011年）

16施設
登録数

（2013年）
カバー率*

- -

- -

- -

- -

- -

- -

前立腺 -

- -

- -

大腸 13.2%

肺 7.4%

前立腺 6.9%

- -

- -

- -

3 - - - -

沖縄県外 - 2 - - -

大腸 0.6%

肺 0.4%

前立腺 0.3%

沖縄県内医療圏不定者

合計 7,469 215 2.9%

八重山保健医療圏 石垣市　竹富町　与那国町 269 0 0.0%

宮古保健医療圏 宮古島市　多良間村 363 212 58.4%

南部保健医療圏

那覇市　浦添市　糸満市　豊見城市
南城市　西原町　与那原町

南風原町　渡嘉敷村　座間味村
粟国村　渡名喜村　南大東村

北大東村　久米島町　八重瀬町

3,597 <5 -

中部保健医療圏
宜野湾市　沖縄市　うるま市　恩納村

宜野座村　金武町　読谷村　嘉手納町
北谷町　北中城村　中城村

2,720 0 0.0%

カバー率上位３部位*

北部保健医療圏
名護市　国頭村　大宜味村
東村　今帰仁村　本部町

伊江村　伊平屋村　伊是名村

517 0 0.0%
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沖 立八重山病院

- 195 -



- 196 -



- 197 -



院内がん登録の概要

沖
縄
県
立
八
重
山
病
院

全登録数の推移

部位別 登録数の推移

部位別 登録数の推移－男

部位別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊全登録数の推移は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊部位別は、症例区分「８：その他」を除いて集計
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県
立
八
重
山
病
院

部位別 年齢階級別 登録数－2013年

年齢階級別 登録数の推移－男

年齢階級別 登録数の推移

年齢階級別 登録数の推移－女

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計
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院内がん登録の概要

沖
縄
県
立
八
重
山
病
院

部位別 来院経路別 登録数 2013年

部位別 症例区分別 登録数－2013年

部位別 発見経緯別 登録数 2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区部別は、症例区分「８：その他」を含めて集計
＊来院経路別、発見経緯別は、症例区分「８：その他」を除いて集計
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県
立
八
重
山
病
院

二次保健医療圏別 登録数－2013年

部位別 二次保健医療圏別 登録数－2013年

＊上皮内がんを含めて集計
＊症例区分「８：その他」を除いて集計

＊当該医療圏を診断時住所とする登録数の当該医療圏の罹患数に占める割合

圏域名 市町村名
罹患数

（2011年）

16施設
登録数

（2013年）

カバー率*

- -

- -

- -

胃 -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

大腸 12.6%

肺 7.4%

子宮頚部 2.2%

3 - - - -

沖縄県外 - 4 - - -

大腸 0.5%

肺 0.3%

胃 0.2%

沖縄県内医療圏不定者

合計 7,469 140 1.9%

八重山保健医療圏 石垣市　竹富町　与那国町 269 135 50.2%

宮古保健医療圏 宮古島市　多良間村 363 0 0.0%

南部保健医療圏

那覇市　浦添市　糸満市　豊見城市
南城市　西原町　与那原町

南風原町　渡嘉敷村　座間味村
粟国村　渡名喜村　南大東村

北大東村　久米島町　八重瀬町

3,597 0 0.0%

中部保健医療圏
宜野湾市　沖縄市　うるま市　恩納村

宜野座村　金武町　読谷村　嘉手納町
北谷町　北中城村　中城村

2,720 <5 -

カバー率上位３部位*

北部保健医療圏
名護市　国頭村　大宜味村
東村　今帰仁村　本部町

伊江村　伊平屋村　伊是名村

517 0 0.0%
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がん診療にかかわる情報

『がんになったら手にと
るガイド 普及新版』
（2013年発行 880円（税別））

がんとの向き合い方やがん
の基礎知識、各種がんの療養
に役立つヒントをまとめた冊
子です。

○ がんや療養生活について詳しく知るには

『おきなわがんサポートハン
ドブック 2015年版』

がんと診断されて間もない患者
さんの思いに寄り添い、支える事
の助けとなることを目指して、
「信頼できる情報で、わかりやす
く、役にたつもの」をまとめた冊
子です。

○ 沖縄県のがん診療、がん対策、がん登録集計に関するサイト

○ 沖縄県内のがん相談支援センター（がんの治療や療養生活全般の相談窓口）

ご相談は、看護師やソーシャルワーカー（社会福祉士）などのがん相談の専門スタッフがお受けしています。
患者さんやご家族のがんの治療や療養生活全般に関して心配や困ったことなどについて、一緒に考え、情報を
探すお手伝いをします。がんの患者さんやご家族がその病院に通院していなくても、がんに関する相談はどな
たでもご利用することができます、電話または面談での対応になります。相談は無料です。

琉球大学医学部附属病院
� 098-895-1507 対応日時：月～金・９時～１２時、１３時から１６時半

県立中部病院
� 098-973-4111（内線3232） 対応日時：月～金・９時～１７時

那覇市立病院
� 098-884-5111（内線127、283） 対応日時：月～金・９時～１７時

北部地区医師会病院
� 0980-54-1111 対応日時：月～金・９時～１７時

県立宮古病院
� 0980-72-1352 対応日時：月～金・９時～１７時

県立八重山病院
� 0980-83-2525 対応日時：月～金・９時～１７時

『沖縄県がん診療連携協議会うちなーがんネットがんじゅう』
http://www.okican.jp
沖縄県内の患者さんやご家族向けの情報（患者会の紹介やがんサポー

トハンドブックの閲覧、がんについての講演会のお知らせなど）を掲載
しています。さらに、国立がん研究センターや沖縄県などのリンク先も
多く、幅広いがん情報を得ることができます。

『沖縄県地域がん登録事業報告書』
http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/eiken/kikaku/gantour
oku/gantouroku.html
沖縄県では、沖縄県に発生したがんをひとつのがんごとにまとめて、

がんの実態、治療成績を把握する目的に、医療機関から提供されたデー
タを分析・評価し、毎年、報告書を作成しています。

『沖縄県がん診療連携拠点病院院内がん登録集計報告書』
http://www.okican.jp
院内がん登録とは、各医療機関がその施設の全ての患者さんのがんに

ついて、診断、治療、予後に関する情報を登録・収集するしくみのこと
をいいます。沖縄県の院内がん登録実施施設の院内がん登録情報を取り
まとめた報告書を作成しています。
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